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一

マラッカの琉球人　―― ポルトガル史料にみる ――

マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人　

―
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
み
る
―
―

中
　
島
　
楽
　
章

は
じ
め
に

琉
球
王
国
の
海
外
貿
易
に
お
い
て
、
マ
ラ
ッ
カ
と
の
通
交
は
、
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
産
品
を
調
達
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

と
く
に
胡
椒
は
、
明
朝
と
の
朝
貢
貿
易
に
お
い
て
、
蘇
木
と
と
も
に
附
搭
貨
物
の
大
部
分
を
占
め
、
さ
ら
に
日
本
経
由
で
朝
鮮
に
も

大
量
に
輸
出
さ
れ
た
。
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
琉
球
を
経
て
福
建
へ
、
あ
る
い
は
博
多
・
対
馬
を
経
て
朝
鮮
に
い
た
る
ペ
ッ
パ
ー
・
ル
ー
ト

が
、
琉
球
の
大
交
易
時
代
の
一
つ
の
屋
台
骨
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
『
歴
代
宝
案
』
で
は
、
琉
球
船
の
人
的
構
成
や
、
礼
物
の
交
換
な
ど
に
つ
い
て
は
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
貿
易
の
実
態
を

つ
た
え
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
礼
物
の
交
換
は
多
分
に
形
式
的
な
も
の
で
あ
り
、
琉
球
品
の
主
要
輸
出
品
で
あ
っ

た
黄
金
や
銅
も
、
主
要
輸
入
品
で
あ
っ
た
胡
椒
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
一
五
一
〇
年
代
に
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
、

占
領
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
残
し
た
史
料
に
は
、
琉
球
人
が
交
易
し
た
商
品
や
取
引
方
法
、
彼
ら
の
航
海
・
風
俗
・
習
慣
な
ど
に
つ



二

い
て
、
具
体
的
な
記
録
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
史
料
を
網
羅
的
に
紹
介
・
検
討
し
、
琉
球
の
マ
ラ
ッ
カ
貿

易
の
実
態
を
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
の
な
か
で
、
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
第
二
代
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督
ア
フ
ォ

ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
事
績
を
記
し
た
、『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』C

om
en

tá
rios d

o G
ra

n
d

e 

A
fon

so d
e A

lbu
qu

erqu
e

の
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ゴ
ー
レ
ス Gores 

と
呼
ば
れ
る
民
族
が
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
貿
易

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
実
体
を
め
ぐ
っ
て
、
西
欧
や
日
本
の
研
究
者
に
よ
り
論
争
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
過
程
で
、
ゴ
ー
レ
ス
を
日
本
人
・
朝
鮮
人
・
台
湾
人
・
琉
球
人
な
ど
と
す
る
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た

が
、
一
五
三
〇
年
代
以
降
、『
歴
代
宝
案
』
な
ど
の
琉
球
資
料
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
琉
球
人
説
が
し
だ
い
に
有
力
に
な
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
ト
メ
・
ピ
レ
スTom
é P

ires

『
東
方
諸
国
記
』S

u
m

a
 O

rien
ta

l

の
詳
細
な
琉
球
関
係
記
事
が
紹
介
さ
れ
、

そ
こ
で
ゴ
ー
レ
ス
が
琉
球
人
（
レ
キ
オ
スLequios

／
レ
ケ
オ
ス Lequeos

）
を
指
す
と
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
レ
ス

が
琉
球
人
を
指
す
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
た
。
た
だ
し
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
諸

説
が
あ
り
、
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。

筆
者
は
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
、
ゴ
ー
レ
ス
論
争
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、、
ゴ
ー
レ
ス
に
関
連
す
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
史
料
を
網
羅
的
に
紹
介
し
、
一
五
一
〇
年
代
に
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
当
初
は
ム
ス
リ
ム
航
海
者
の

影
響
に
よ
り
琉
球
人
を
ゴ
ー
レ
ス
と
称
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
現
地
で
の
一
般
的
な
呼
称
に
よ
り
、
レ
キ
オ
ス
な
ど
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
示
し
た
＊
１
。
た
だ
し
前
稿
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
名
称
問
題
を
論
点
と
し
た
た
め
、
琉
球
人
を
レ
キ
オ
ス
／
レ

ケ
オ
ス
と
表
記
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
前
稿
で
紹
介
し
た
ゴ
ー
レ
ス
関
係

史
料
も
含
め
、
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
を
、
網
羅
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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マラッカの琉球人　―― ポルトガル史料にみる ――

な
お
琉
球
人
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
戦
前
、
岡
本
良
知
が
ゴ
ー
レ
ス
論
争
に
関
連
し
て
、
そ
の
多
く

を
文
語
文
に
よ
り
抄
訳
し
て
い
る
＊
２
。
さ
ら
に
戦
後
に
は
、
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
メ
ル
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
到
達

の
前
史
と
し
て
、
琉
球
人
関
係
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
を
、
網
羅
的
に
紹
介
し
た
＊
３
。
た
だ
し
岡
本
や
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
メ
ル
の
論
考

で
は
、
各
史
料
の
書
誌
的
な
解
説
は
乏
し
く
、
内
容
の
検
討
も
簡
略
で
あ
る
＊
４
。

ま
た
戦
後
の
琉
球
史
研
究
で
は
、『
東
方
諸
国
記
』
以
外
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
は
、
琉
球
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
研
究
自
体
が
低

調
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
総
じ
て
閑
却
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
『
東
方
諸
国
記
』
の
琉
球
記
事
は
、
他
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
と
く
ら

べ
て
、
は
る
か
に
豊
富
で
具
体
的
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
以
外
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
も
、
独
自
の
記
事
は
少
な
く
な
い
。『
歴
代

宝
案
』
な
ど
の
漢
文
史
料
に
は
十
分
に
あ
ら
わ
れ
な
い
、
琉
球
の
マ
ラ
ッ
カ
貿
易
の
実
態
を
論
究
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
史
料
を
、
包
括
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
関
係
の
書
簡
に
お
け
る
琉
球
人
関
係
記
事
を
紹
介
す
る
。
つ
い
で
第
二

章
以
下
で
は
、『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』、
海
域
ア
ジ
ア
関
係
の
年
代
記
や
地
誌
、
そ
し
て
『
東
方
諸
国
記
』
の
琉
球
記
事
を
紹
介

し
、
最
後
に
こ
れ
ら
の
史
料
を
総
合
的
に
検
討
し
、
琉
球
の
マ
ラ
ッ
カ
貿
易
の
全
体
像
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
関
係
書
簡
に
み
る
琉
球
人

ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
一
五
〇
九
年
に
第
二
代
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督
に
就
任
し
、
二
年
後
の
一
五
一
一
年
八
月
に
は

マ
ラ
ッ
カ
を
攻
略
し
て
、
国
王
マ
フ
ム
ー
ド
・
シ
ャ
ー
を
放
逐
し
た
。
彼
は
マ
ラ
ッ
カ
に
要
塞
や
商
館
を
建
設
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
軍
事
・
商
業
拠
点
と
し
、
同
年
末
に
イ
ン
ド
へ
帰
航
し
た
＊
５
。



四

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
に
滞
在
し
た
期
間
に
は
、
琉
球
船
は
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
て
お
ら
ず
、
彼
が
直
接
に
琉
球
人
と
接
触

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
マ
ラ
ッ
カ
占
領
前
後
に
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
部
下
か
ら
受
領
し
た
書
簡
や
、
彼
が
国
王
に
送
っ
た
書

簡
に
は
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
琉
球
人
と
の
交
易
に
関
す
る
、
い
く
つ
か
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
授

受
し
た
書
簡
は
、『
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
書
簡
集
』C
a

rta
s d

e A
ffon

so d
e A

lbu
qu

erqu
e

と
し
て
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
本
節
で
も
同
書
に
よ
り
、
琉
球
人
関
係
の
記
事
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
う
ち
、
一
五
一
五
年
の
【
史
料
５
】
以
外

は
、
す
で
に
別
稿
で
も
紹
介
し
、
一
五
一
四
年
以
降
、
琉
球
人
の
呼
称
が
ゴ
ー
レ
スGores

か
ら
、
レ
キ
オ
ス Lequios 

な
ど
に

変
わ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
本
節
で
は
そ
れ
ら
の
書
簡
の
内
容
を
、
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

【
史
料
１
】
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
の
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
宛
書
簡
（
マ
ラ
ッ
カ
発
、
一
五
一
〇
年
二
月
六
日
）

当
地
に
は
約
四
千
人
の
兵
士
し
か
い
な
い
よ
う
で
す
。
…
…
戦
う
こ
と
の
で
き
る
人
々
の
武
器
は
槍
、
ゴ
ー
レ
ス Gores 

か
ら
手
に
入
れ
る
少
数
の
剣
、
お
よ
び
当
地
で
作
ら
れ
る
剣
、
弓
、（
吹
矢
の
）
筒
で
す
…
…
。

ゴ
ー
レ
ス
は
一
月
に
来
て
四
月
に
自
分
た
ち
の
国
に
む
け
て
出
発
し
ま
す
。
そ
こ
ま
で
は
途
中
四
十
日
を
要
し
、
来
航
す
る

の
に
も
四
〇
日
前
後
を
要
し
ま
す
。
彼
ら
は
商
品
と
し
て
緞
子
・
麝
香
・
黄
金
で
飾
っ
た
箱
・
剣
・
短
剣
・
銅
・
小
麦
・
金
塊

を
持
っ
て
き
ま
す
。
彼
ら
は
当
地
か
ら
胡
椒
、
若
干
の
―
―
と
い
っ
て
も
ご
く
少
量
の
丁
子
を
持
ち
帰
り
ま
す
。
彼
ら
の
国
か

ら
は
毎
年
数
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
が
来
ま
す
が
、
そ
れ
は
同
地
の
王
の
も
の
で
、
彼
は
自
分
の
ジ
ャ
ン
ク
以
外
の
ジ
ャ
ン
ク
が
（
マ

ラ
ッ
カ
に
）
来
る
こ
と
を
承
知
し
な
い
の
で
す
。
…
…

マ
ラ
ッ
カ
の
周
辺
に
は
二
つ
の
金
鉱
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
鉱
と
ゴ
ー
レ
ス
の
国
か
ら
は
、
当
地
に
毎
年
九
な
い
し
十

バ
ー
ル
の
黄
金
が
運
ば
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
＊
６
。

一
五
〇
九
年
九
月
ご
ろ
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
セ
ケ
イ
ラ D

iogo Lopes de Sequeira 

の
率
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
艦
隊
が
、



五
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マ
ラ
ッ
カ
に
初
来
航
し
た
。
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ Rui de A

raújo 

は
、
そ
の
乗
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
年
末
に
は
、
マ

ラ
ッ
カ
王
は
セ
ケ
イ
ラ
の
艦
隊
を
攻
撃
し
、
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
な
ど
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
二
十
人
が
捕
虜
と
な
っ
た
＊
７
。
そ
の
後
、
彼
ら

は
ク
リ
ン
人
海
商
の
リ
ー
ダ
ー
、
ニ
ナ
・
シ
ャ
ト
ゥ N

ina Chetu

の
仲
介
で
監
禁
を
解
か
れ
、
市
中
に
居
住
し
て
い
た
＊
８
。
ア
ラ

ウ
ジ
ョ
は
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
書
簡
を
送
り
、
現
地
情
勢
を
報
告
し
た
が
、
そ
こ
に
は
上
述
の
よ
う
な
、
琉ゴ
ー
レ
ス

球
人
に
関

す
る
最
初
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
歴
代
宝
案
』
に
よ
れ
ば
、
一
五
〇
九
（
正
徳
四
）
年
に
は
、
琉
球
は
佳か

満ま

度ど

を
正
使
と
す

る
貿
易
船
を
マ
ラ
ッ
カ
に
派
遣
し
て
お
り
＊
９
、
こ
の
船
は
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
が
伝
え
る
よ
う
に
、
一
月
か
ら
四
月
ま
で
マ
ラ
ッ
カ
に
停
泊

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
は
現
地
で
琉
球
船
の
貿
易
活
動
を
実
際
に
見
聞
し
た
は
ず
で
あ
る
。

ア
ラ
ウ
ジ
ョ
は
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
海
商
と
し
て
、
琉
球
人
・
華
人
・
ジ
ャ
ワ
人
・
ベ
ン
ガ
ル
人
・
ペ
グ
ー
人
を
挙
げ
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
で
も
琉
球
人
に
関
す
る
記
事
は
筆
頭
に
位
置
す
る
。
彼
は
琉
球
人
が
も
た
ら
す
商
品
と
し
て
、
緞
子
・
麝
香
・
金
蒔

絵
の
箱
・
刀
剣
・
銅
・
小
麦
・
金
塊
を
あ
げ
て
い
る
。
刀
剣
は
日
本
刀
と
思
わ
れ
、
マ
ラ
ッ
カ
兵
の
武
器
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
と

い
う
。
ま
た
琉
球
と
マ
ラ
ッ
カ
周
辺
の
金
鉱
か
ら
は
、
毎
年
マ
ラ
ッ
カ
に
黄
金
が
運
ば
れ
て
い
た
。
マ
ラ
ッ
カ
周
辺
の
金
鉱
と
は
、

ス
マ
ト
ラ
島
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
金
山
と
、
マ
レ
ー
半
島
の
パ
ハ
ン
の
金
山
で
あ
ろ
う
＊
10
。
一
方
、
琉
球
船
が
も
た
ら
し
た
黄
金
は
、

お
も
に
日
本
か
ら
の
再
輸
出
品
で
あ
り
、
銅
や
蒔
絵
箱
も
日
本
産
で
あ
る
。
な
お
琉
球
船
の
輸
入
品
は
、
胡
椒
が
大
部
分
を
占
め
て

い
た
と
い
う
。
琉
球
の
マ
ラ
ッ
カ
貿
易
は
、
明
朝
や
日
本
・
朝
鮮
に
輸
出
す
る
胡
椒
の
調
達
を
、
最
大
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。【

史
料
２
】
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ヌ
エ
ル
一
世
宛
書
簡
（
ダ
ブ
ー
ル
発
、
一
五
一
三
年
十
月
二
十
日
）

陛
下
の
（
支
配
す
る
）
地
域
に
は
、
マ
ラ
ッ
カ
や
華
人
に
向
け
て
（
輸
出
し
う
る
）、
他
の
商
品
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
な
か
に
は
陛
下
が
お
聞
き
及
び
で
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
イ
ン
デ
ィ
ア
に
は
、
モ
ー
ロ
人
が
ピ
リ
ト
レ 
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pillitre 

と
呼
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
…
…
上
述
の
ピ
リ
ト
レ
は
、
マ
ラ
ッ
カ
で
も
、
華
人
に
も
ゴ
ー
レ
ス
に
も
、
ま
た
…
…

（
原
欠
）
に
も
、
た
い
へ
ん
珍
重
さ
れ
る
薬
材
で
す
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
ア
フ
ォ
ン
ソ
の
い
と
こ
で
、
一
五
〇
三
年
に
ア
フ
ォ
ン
ソ
と
と
も
に
イ
ン
ド
に
来
航

し
、
そ
の
後
も
イ
ン
ド
西
海
岸
を
中
心
に
活
動
し
た
＊
11
。
こ
の
書
簡
で
は
、
ピ
リ
ト
レ
と
称
さ
れ
る
イ
ン
ド
産
薬
材
が
中
国
や
琉

球
で
珍
重
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
い
か
な
る
薬
材
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
琉
球
船
は
一
五
一
二
年
を
最
後
に
マ

ラ
ッ
カ
に
は
来
航
し
な
く
な
る
が
、
一
五
一
三
年
段
階
で
は
、
な
お
琉
球
船
の
来
航
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【
史
料
３
】
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ヌ
エ
ル
一
世
宛
書
簡
（
カ
ナ
ノ
ー
ル
発
、
一
五
一
三
年
十
一
月
三
十
日
）

イ
ン
デ
ィ
ア
の
す
べ
て
の
王
も
、
マ
ラ
ッ
カ
で
の
で
き
ご
と
に
驚
き
、
服
従
し
て
い
ま
す
。
金
山
の
あ
る
（
ス
マ
ト
ラ
島
の
）

カ
ン
パ
ル
や
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
王
も
、
み
な
商
品
と
黄
金
を
も
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
に
来
ま
し
た
。
…
…
華
人
は
陛
下
の
奉
仕
者
で
、

ま
た
わ
れ
ら
の
友
人
で
す
。
ゴ
ー
レ
ス
も
わ
れ
ら
の
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に
す
る
で
し
ょ
う
＊
12
。

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
イ
ン
ド
帰
還
後
、
国
王
に
ア
ジ
ア
情
勢
を
報
告
し
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
こ
で
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
、
琉ゴ
ー
レ
ス

球
人
が
華

人
と
同
様
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
を
予
想
し
て
お
り
、
や
は
り
マ
ラ
ッ
カ
を
拠
点
に
、
琉
球
と
の
交
易
を
継

続
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
史
料
４
】
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
ー
の
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
宛
書
簡
（
マ
ラ
ッ
カ
発
、
一
五
一
四
年
一
月
六
日
）

当
商
館
に
は
大
量
の
明
礬
と
銅
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
地
で
は
消
費
さ
れ
な
い
商
品
で
す
。
な
ぜ
な
ら
銅
は
レ
キ
オ
ス 

lequios 

か
ら
来
ま
す
し
、
明
礬
は
パ
ハ
ン
か
ら
来
る
か
ら
で
す
＊
13
。

琉
球
人
に
対
し
、
ゴ
ー
レ
ス
で
は
な
く
レ
キ
オ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
最
初
の
史
料
で
あ
る
。
日
本
産
の
銅
は
、
琉
球
船
の
主

要
輸
出
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
マ
ラ
ッ
カ
長
官
ブ
リ
ト
ー
が
、
琉
球
人
が
銅
を
も
た
ら
す
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
一
五
一
二
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年
に
最
後
の
琉
球
船
が
輸
出
し
た
銅
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
５
】
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ヌ
エ
ル
一
世
宛
書
簡
（
マ
ラ
ッ
カ
発
、
一
五
一
五
年
一
月
八
日
）

（
マ
ラ
ッ
カ
は
）
多
く
の
モ
ン
ス
ー
ン
が
始
ま
り
、
多
く
の
モ
ン
ス
ー
ン
が
終
わ
る
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
バ
ヤ
・

イ
ン
ド
全
域
・
ベ
ン
ガ
ル
全
域
・
ペ
グ
ー
王
国
な
ど
イ
ン
ド
方
面
の
各
地
は
、
中
国
・
コ
ー
チ
シ
ナ
・
シ
ャ
ム
・
レ
キ
オ
ス 

llequios

・
ル
ソ
ン
・
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
来
る
商
品
、
モ
ル
ッ
カ
の
ク
ロ
ー
ブ
、
バ
ン
ダ
の
メ
ー
ス
や
ナ
ツ
メ
グ
、
テ
ィ
モ
ー
ル

の
白
檀
、
ま
た
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
川
・
ジ
ャ
ワ
・
カ
ン
デ
ア
の
黄
金
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
来

る
人
々
は
、
上
記
の
（
イ
ン
ド
方
面
の
）
各
地
の
商
品
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
が
、
あ
る
モ
ン
ス
ー
ン
で
（
マ
ラ
ッ
カ

に
）
来
る
と
き
に
は
、
他
方
の
各
地
に
、
そ
の
モ
ン
ス
ー
ン
で
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
＊
14
。

ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
ア
フ
ォ
ン
ソ
の
甥
で
、
一
五
一
四
年
に
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
ー
の
後
任
と
し
て
マ
ラ
ッ
カ

長
官
と
な
っ
た
＊
15
。
彼
は
国
王
に
、
マ
ラ
ッ
カ
が
イ
ン
ド
洋
と
、
南
シ
ナ
海
・
ジ
ャ
ワ
海
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
接
点
に
あ
た
り
、
両

地
域
の
海
商
が
集
ま
る
集
散
港
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
説
明
し
て
い
る
。
彼
は
東
方
か
ら
運
ば
れ
る
商
品
と
し
て
、
琉レ
キ
オ
ス球

の
産
品
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
琉
球
船
の
マ
ラ
ッ
カ
来
航
が
途
絶
し
て
か
ら
も
、
琉
球
船
が
も
た
ら
す
商
品
、
特
に
他
に
代
替
す
る
供

給
者
が
な
い
日
本
産
品
な
ど
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
や
パ
タ
ニ
か
ら
、
マ
ラ
ッ
カ
に
も
再
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
に
み
る
琉
球
人

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
事
績
に
関
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
基
本
史
料
が
、
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル

ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
で
あ
る
。
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
ア
フ
ォ
ン
ソ
の
実
子
で
あ
り
、
一
五
五
七
年
に
同
書
を
刊
行
し
た
。
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同
書
は
ア
フ
ォ
ン
ソ
が
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督
に
着
任
し
た
一
五
〇
九
年
か
ら
、
彼
が
死
去
し
た
一
五
一
五
年
ま
で
の
、
海
域
ア
ジ
ア
に

お
け
る
業
績
を
詳
細
に
叙
述
す
る
。
同
素
は
ア
フ
ォ
ン
ソ
の
死
後
、
四
十
年
あ
ま
り
後
に
刊
行
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
叙
述

は
、
お
も
に
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
関
係
の
書
簡
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
お
お
む
ね
信
頼
性
が
高
い
＊
16
。

『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
の
第
三
部
第
十
八
章
に
は
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
人
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
事
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
琉
球
人
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
。
十
六
世
紀
中
期
に
は
、
琉
球
人
に
つ
い
て
は
完
全
に
レ
キ
オ
ス
（
レ

ケ
オ
ス
）
と
い
う
呼
称
が
定
着
し
て
い
た
が
、
同
書
で
は
、
史
料
源
と
な
っ
た
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
関
係
の
書
簡
に
も
と
づ
き
、
琉
球
人

を
依
然
と
し
て
ゴ
ー
レ
ス
と
称
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
琉
球
関
係
記
事
の
全
文
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

【
史
料
６
ａ
】
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章

こ
の
マ
ラ
ッ
カ
は
実
に
良
港
で
あ
り
、
嵐
に
も
襲
わ
れ
ず
船
が
難
破
す
る
こ
と
も
な
い
。
そ
こ
は
あ
る
モ
ン
ス
ー
ン
が
は
じ

ま
り
、
別
の
モ
ン
ス
ー
ン
が
終
わ
る
地
で
あ
る
。
そ
の
た
め
マ
ラ
ッ
カ
の
人
々
は
、
イ
ン
ド
人
を
西
方
の
人
々
と
よ
び
、
ジ
ャ

ワ
人
・
華
人
・
ゴ
ー
レ
ス Gores 
や
、
す
べ
て
の
あ
ち
ら
側
の
島
々
の
者
を
東
方
の
人
々
と
よ
ぶ
。
…
…

マ
ラ
ッ
カ
に
は
毎
年
、（
西
か
ら
）
カ
ン
バ
ヤ
・
シ
ャ
ウ
ル
・
ダ
ブ
ー
ル
・
カ
リ
カ
ッ
ト
・
ア
デ
ン
・
メ
ッ
カ
・
シ
フ
ル
・

ジ
ッ
ダ
・
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
・
ベ
ン
ガ
ル
の
船
が
来
航
す
る
。（
東
か
ら
）
華
人
・
ゴ
ー
レ
ス
・
ジ
ャ
ワ
・
ペ
グ
ー
や
、
そ
ち
ら

の
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
船
が
来
航
す
る
。
…
…

マ
レ
ー
人
は
尊
大
な
人
々
で
あ
り
、
短ク
リ
ス剣
で
人
を
巧
み
に
殺
す
こ
と
を
た
い
へ
ん
誇
り
に
す
る
。
彼
ら
は
狡
猾
で
、
総
じ
て

信
用
が
お
け
な
い
。
し
か
し
、
ゴ
ー
レ
ス
は
つ
ね
に
彼
ら
と
取
引
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
品
行
が
良
く
、
物
慣
れ
て
い

た
た
め
、（
マ
レ
ー
人
は
）
彼
ら
と
取
引
を
す
る
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
誇
り
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
＊
17
。

こ
こ
で
は
琉ゴ
ー
レ
ス

球
人
を
、
華
人
や
ジ
ャ
ワ
人
と
と
も
に
、
東
方
か
ら
来
航
す
る
海
商
の
代
表
と
し
て
あ
げ
、
マ
レ
ー
人
と
比
較
し
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て
、
人
品
が
良
く
信
頼
で
き
る
民
族
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
人
に
対
す
る
低
評
価
は
、
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
バ
イ
ア
ス
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
琉
球
人
に
対
す
る
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
共
通
し
て
い
る
。

【
史
料
６
ｂ
】『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章

ゴ
ー
レ
ス
は
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
時
の
情
報
に
よ
る
と
、
―
―
現
在
で
は
よ
り

確
実
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
―
―
、
当
時
彼
ら
の
国
は
大
陸
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
一
般
の
意
見
で
は
彼
ら
の
国

は
島
で
、
同
地
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
航
海
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
地
に
は
毎
年
二
、三
隻
の
船
が
や
っ
て
く
る
。

彼
ら
の
携
え
て
く
る
商
品
は
、
生
糸
・
絹
織
物
・
錦
織
・
磁
器
・
多
量
の
小
麦
・
銅
・
明
礬
・
砂
金
で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
た

煉
瓦
の
形
を
し
た
黄
金
を
携
え
て
く
る
が
、
そ
れ
に
は
国
王
の
印
が
打
っ
て
あ
る
。
こ
の
金
塊
が
か
れ
ら
の
国
の
貨
幣
な
の

か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
が
運
び
出
さ
れ
る
港
で
刻
印
さ
れ
た
も
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
彼
ら
が
た
い
へ
ん
口
数

が
少
な
く
、
彼
ら
の
国
の
こ
と
を
誰
に
も
話
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
黄
金
は
彼
ら
の
国
の
近
く
に
あ
る
島
で
産
す
る
。
そ

こ
は
ペ
リ
オ
コ Perioco 

と
呼
ば
れ
、
黄
金
を
豊
富
に
産
す
る
。

こ
の
ゴ
ー
レ
ス
の
国
は
レ
ケ
ア Lequea 
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
色
が
白
い
。
彼
ら
の
衣
服
は
バ
ラ
ン
ド
ラ
ウ
に
似
て
い
る

が
頭
巾
は
な
い
。
彼
ら
は
ト
ル
コ
人
の
新
月
刀
の
よ
う
な
長
剣
を
身
に
つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
若
干
細
い
。
彼
ら
は
ま

た
二
パ
ル
モ
の
長
さ
の
短
剣
を
身
に
帯
び
る
。
彼
ら
は
大
胆
な
人
間
で
、
当
地
で
は
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
は
到
着
し
た
港
で
も
、
商
品
を
全
部
一
度
に
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
運
び
出
す
。
彼
ら
は
真
実
を
話
し
、
人
々
も
ま
た

彼
ら
に
対
し
て
そ
れ
〔
真
実
〕
を
話
す
こ
と
を
望
む
。
も
し
マ
ラ
ッ
カ
の
商
人
が
誰
か
そ
の
言
葉
を
違
え
る
と
、
彼
ら
は
直
ち

に
彼
を
捕
ら
え
て
し
ま
う
。
彼
ら
は
短
い
期
間
に
仕
事
を
す
ま
せ
る
よ
う
に
努
力
し
、
誰
も
そ
の
土
地
に
留
ま
ろ
う
と
し
な

い
。
こ
れ
は
彼
ら
が
自
分
の
国
以
外
の
土
地
に
い
る
こ
と
を
好
ま
な
い
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
月
に
マ
ラ
ッ
カ
に
向



一
〇

け
て
〔
彼
ら
の
国
を
〕
出
発
し
、
八
月
か
九
月
に
帰
国
す
る
＊
18
。

「
ゴ
ー
レ
ス
」
論
争
の
発
端
と
な
っ
た
著
名
な
記
事
で
あ
る
。
琉
球
人
が
も
た
ら
す
商
品
と
し
て
は
、
生
糸
・
絹
織
物
・
磁
器
・

小
麦
・
銅
・
明
礬
・
砂
金
・
黄
金
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
黄
金
の
産
地
と
さ
れ
る
ペ
リ
オ
コ
島
と
は
、
一
般
に
日
本
を
指
す
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
金
塊
は
煉
瓦
状
に
成
形
さ
れ
、
国
王
の
印
記
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
琉
球
人
は
色
白
で
、
頭
巾
の
な
い
バ
ラ
ン
ド
ラ
ウbalandrau

の
よ
う
な
衣
服
を
着
用
し
て
い
た
と
い
う
。
バ
ラ
ン
ド
ラ
ウ

と
は
、
ム
ス
リ
ム
が
着
用
し
て
い
た
、
頭
巾
と
寛
い
袖
を
も
つ
衣
服
で
あ
る
＊
19
。
一
五
三
五
（
嘉
靖
十
四
）
年
の
冊
封
使
だ
っ
た

陳
侃
も
、
琉
球
人
の
服
装
に
つ
い
て
、「
衣
は
則
ち
大
袖
寛
博
に
し
て
、
道
服
の
如
し
」
と
記
し
て
お
り
、「
頭
巾
の
な
い
バ
ラ
ン

ド
ラ
ウ
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
衣
服
を
指
す
。
ま
た
琉
球
人
が
佩
用
し
て
い
た
「
新
月
刀
の
よ
う
な
長
剣
」
と
「
二
パ
ル
モ

（
約
四
四
セ
ン
チ
）
の
長
さ
の
短
剣
」
と
は
、
日
本
刀
と
脇
差
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
琉
球
船
は
、
商
品
を
一
度
に
荷
揚
げ
せ
ず
、
少
し
ず
つ
運
び
だ
し
、
か
つ
停
泊
期
間
中
に
確
実
に
交
易
を
終
え
て
、
全
員

が
帰
国
し
た
と
さ
れ
る
。
マ
ラ
ッ
カ
王
国
で
は
、
停
泊
期
間
が
短
い
貿
易
船
が
、
短
期
間
に
効
率
的
に
交
易
を
お
こ
な
う
た
め
に
、

積
荷
を
一
括
査
定
し
て
関
税
を
支
払
う
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
五
人
の
ム
ス
リ
ム
・
五
人
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
か
ら
な
る

商
人
団
が
、
マ
ラ
ッ
カ
市
長
に
あ
た
る
ト
ゥ
ム
ン
ゴ
ン
の
委
任
を
受
け
て
積
荷
を
査
定
し
、
そ
の
後
、
十
～
二
十
人
の
特
権
商
人

が
積
荷
を
一
括
購
入
し
、
他
の
商
人
に
小
売
り
す
る
と
い
う
、
江
戸
初
期
の
糸
割
符
制
度
の
よ
う
な
方
式
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
＊

20
。マ

ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
貿
易
船
で
は
、
船
主
以
外
に
も
、
多
く
の
客
商
や
船
員
が
各
自
の
商
品
を
積
ん
で
乗
り
こ
ん
で
お
り
、
彼

ら
が
個
別
に
価
格
交
渉
を
す
れ
ば
、
取
引
に
長
い
時
間
を
要
す
る
。
こ
の
た
め
積
荷
の
一
括
査
定
・
購
入
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
制
度
は
価
格
設
定
の
主
導
権
を
に
ぎ
る
マ
ラ
ッ
カ
商
人
に
有
利
で
は
あ
っ
た
が
、
海
外
商
人
に
と
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
停
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泊
期
間
に
取
引
を
終
え
る
た
め
に
は
合
理
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
琉
球
船
は
王
府
が
国
家
貿
易
の
た
め
に
派
遣
し
た
使
節
船

で
あ
り
、
そ
の
積
荷
は
基
本
的
に
王
府
の
商
品
で
あ
っ
た
＊
21
。
こ
の
た
め
琉
球
船
は
、
マ
ラ
ッ
カ
の
市
況
に
応
じ
て
、
積
荷
を
順

次
売
却
し
、
か
つ
停
泊
期
間
に
確
実
に
取
引
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
琉
球
船
の
乗
員
は
、
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
と
航
海
要
員
で
あ
り
、
取
引
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に
夏
期
の
南
西
風
で

帰
国
し
、
マ
ラ
ッ
カ
で
越
冬
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
マ
ラ
ッ
カ
王
国
に
は
多
く
の
海
外
商
人
が
居
留
し
て
お
り
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト

人
・
ク
リ
ン
人
・
ジ
ャ
ワ
人
・
華
人
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
＊
22
。
琉
球
人
は
あ
く
ま
で
季
節
風
に
よ
る
往

来
を
く
り
か
え
し
、
恒
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

【
史
料
６
ｃ
】『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章

彼
ら
〔
ゴ
ー
レ
ス
〕
は
つ
ね
に
セ
ラ
テ
人
の
島
々
と
、
陸
地
側
の
シ
ン
ガ
プ
ラ
の
岬
の
間
の
海
峡
を
ぬ
け
て
（
マ
ラ
ッ
カ

へ
）
航
海
し
て
い
た
。
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
後
、
イ
ン
ド
へ
と
出
航
し
た
こ
ろ
、
彼

ら
の
二
隻
の
船
が
シ
ン
ガ
プ
ラ
の
入
口
に
到
着
し
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
。（
そ
れ
に
先
だ
ち
）
彼
ら
は
マ
ラ
ッ
カ
王
の
海

軍
提
督
で
あ
っ
た
ラ
サ
マ
ネ
〔
ラ
ク
サ
マ
ナ
〕
の
勧
告
に
よ
り
、
マ
ラ
ッ
カ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
占
領
さ
れ
た
の
を
知
り
、
そ

こ
に
と
ど
ま
っ
て
、（
シ
ン
ガ
プ
ラ
海
峡
を
）
通
過
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
当
地
〔
マ
ラ
ッ
カ
〕
の
長カ
ピ
タ
ン官

は
彼
ら
が
そ
こ
に

い
る
の
を
知
り
、
安
全
を
保
証
し
て
旗
印
を
あ
た
え
た
の
で
、
彼
ら
は
ま
も
な
く
（
マ
ラ
ッ
カ
に
）
入
港
し
た
＊
23
。

一
五
一
一
年
七
月
二
十
四
日
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
マ
ラ
ッ
カ
攻
撃
を
開
始
し
、
八
月
中
旬
ま
で
に
全
市
を
占
領
し
た
＊
24
。
一
方
、

琉
球
王
府
は
こ
う
し
た
状
況
を
知
る
よ
し
も
な
く
、
同
年
八
月
十
三
日
付
で
、
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
す
る
使
節
船
に
執
照
を
発
給
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
使
は
馬ま

ひ

び
彼
比
、
副
使
は
麻ま

み

ち
美
子
・
也や

ま

と
麻
都
、
通
事
は
梁
傑
と
高
賀
で
あ
り
、
他
に
二
百
三
十
四
名
の
船

員
が
、
康
字
号
の
海
船
一
隻
に
乗
り
組
ん
で
い
た
＊
25
。
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
マ
ラ
ッ
カ
占
領
後
、
要
塞
や
商
館
を
建
設
し
て
軍
事
・



一
二

商
業
拠
点
を
確
立
し
、
同
年
末
に
は
戦
後
処
理
を
終
え
、
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
ー
を
マ
ラ
ッ
カ
長カ
ピ
タ
ン官

に
任
命
し
、
イ
ン
ド
へ
の
帰
航

の
途
に
つ
い
た
＊
26
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
二
隻
の
琉
球
船
が
シ
ン
ガ
プ
ラ
海
峡
の
入
口
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。『
歴
代
宝
案
』
に
は
、
上
記
の
一

隻
の
海
船
に
対
す
る
執
照
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
も
う
一
隻
が
同
時
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
隻
の
琉

球
船
は
、
ラ
ク
サ
マ
ナ
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
陥
落
の
情
報
を
聞
き
、
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
マ
ラ
ッ
カ
長
官
ブ
リ
ト
ー
が
来
航
の
安

全
を
保
証
し
た
の
で
、
マ
ラ
ッ
カ
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ク
サ
マ
ナ
と
は
、
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
の
娘
婿
の
一
人
で
、
そ
の
職

位
を
継
承
し
た
ホ
ジ
ャ
・
フ
サ
イ
ン K

hoja H
usain 

を
指
す
＊
27
。
一
五
〇
九
年
に
セ
ケ
イ
ラ
の
艦
隊
が
マ
ラ
ッ
カ
に
初
来
航
し
た

際
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
な
ど
の
ム
ス
リ
ム
海
商
と
結
ん
だ
ブ
ン
ダ
ハ
ラ
や
ト
ム
ン
ゴ
ン
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
強
硬
策
を
唱
え
た

が
、
ラ
ク
サ
マ
ナ
の
ホ
ジ
ャ
・
フ
セ
イ
ン
は
、
華
人
・
ク
リ
ン
人
海
商
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
融
和
的
で
あ
っ
た
＊
28
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
後
、
彼
は
本
拠
地
の
シ
ン
ガ
プ
ラ
近
海
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で
琉
球
船
を
迎
え
た
の
で
あ
る
＊
29
。

そ
の
後
実
際
に
、
二
隻
の
琉
球
船
は
一
五
一
二
年
初
頭
に
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
て
交
易
を
お
こ
な
い
、
同
年
夏
の
南
西
モ
ン
ス
ー

ン
で
琉
球
に
帰
航
し
た
よ
う
で
あ
る
。
琉
球
の
『
梁
氏
家
譜
』
に
は
、
こ
の
二
隻
の
う
ち
、
康
字
号
海
船
の
通
事
で
あ
っ
た
梁
傑
に

つ
い
て
、「
正
徳
六
年
辛
未
六
月
、
預
め
下
年
の
進
貢
貨
物
を
備
う
た
め
、
使
を
奉
じ
て
通
事
と
な
り
、
正
使
馬ま

ひ

び
彼
比
と
同と
も

に
満
剌

加
国
に
前
往
し
、
胡
椒
・
蘇
木
等
の
物
を
収
買
し
て
帰
国
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
＊
30
。
た
だ
し
こ
の
年
を
最
後
と
し
て
、
そ
の

後
は
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

【
史
料
７
】『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
三
十
二
章

マ
ラ
ッ
カ
に
運
ば
れ
た
上
述
の
黄
金
は
、
多
く
は
マ
ラ
ッ
カ
の
南
方
対
岸
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
端
に
あ
り
、
六
日
の
航
程
を
要

す
る
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
金
山
か
ら
来
る
。
ま
た
パ
ハ
ン
王
国
か
ら
も
（
黄
金
が
）
来
て
お
り
、
マ
ラ
ッ
カ
周
辺
の
姉
妹
間
に
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も
黄
金
が
あ
る
が
、
わ
ず
か
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
ー
レ
ス
や
華
人
も
、
黄
金
を
運
ん
で
く
る
。
銀
は
シ
ャ
ム
王
国
や
ペ
グ
ー
王
国

か
ら
来
て
お
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
銀
山
が
あ
り
、
そ
の
純
度
は
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
（
の
銀
）
の
よ
う
に
高
い
＊
31
。

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
一
五
一
一
年
八
月
に
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
の
ち
、
商
業
振
興
の
た
め
、
新
た
に
カ
ト
リ
コcatólico

と
い
う

金
貨
と
、
マ
ラ
ケ
スm

alaqueses

と
い
う
銀
貨
を
鋳
造
し
た
＊
32
。
こ
の
記
事
は
そ
れ
ら
の
原
料
の
産
地
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
黄
金
の
供
給
地
と
し
て
、
第
一
に
ス
マ
ト
ラ
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
金
山
、
つ
い
で
マ
レ
ー
半
島
の
パ
ハ
ン
な
ど

を
あ
げ
、
さ
ら
に
琉ゴ
ー
レ
ス

球
人
や
華
人
も
黄
金
を
も
た
ら
す
と
記
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
第
二
部
に
も
、

同
内
容
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
黄
金
の
産
地
に
つ
い
て
、「
ス
マ
ト
ラ
島
か
ら
来
る
た
く
さ
ん
の
金
や
、
中
国
の
対
岸
と
相

対
し
て
い
る
、
レ
キ
オ Léquio 
と
呼
ば
れ
て
い
る
島
々
の
、
レ
キ
オ
ス Léquios 

が
運
ん
で
く
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
記
す
＊
33
。

こ
の
ほ
か
に
も
琉
球
の
産
品
と
し
て
黄
金
を
あ
げ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
は
多
く
、
お
そ
ら
く
マ
ラ
ッ
カ
王
国
に
お
い
て
、
琉
球
は
ミ

ナ
ン
カ
バ
ウ
に
次
ぎ
、
パ
ハ
ン
と
な
ら
ぶ
黄
金
の
主
要
供
給
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
８
】『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
三
十
七
章

ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
の
出
航
後
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
、
非
常
に
大
き
な
新
造
の
ジ
ャ
ン
ク
を
準
備

し
、
ニ
ナ
・
シ
ャ
ト
ゥ N

inachatu 

と
そ
の
他
の
マ
ラ
ッ
カ
の
商
人
た
ち
を
起
用
し
、
イ
ン
ド
か
ら
（
マ
ラ
ッ
カ
に
）
来
る

途
中
で
奪
っ
た
、
多
く
の
カ
ン
バ
ヤ
の
商
品
を
積
ん
で
、
パ
サ
イ
に
行
っ
て
要
塞
に
蓄
え
る
た
め
の
胡
椒
を
運
ぶ
よ
う
に
命
じ

た
。
そ
れ
は
華
人
や
ゴ
ー
レ
ス
が
、
積
荷
を
求
め
て
来
航
す
る
（
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
）
た
め
で
あ
っ
た
＊
34
。

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
一
五
一
一
年
十
一
月
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
探
索
の
た
め
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
の
船
団
を
派
遣
し
た
。

そ
の
直
後
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
ニ
ナ
・
シ
ャ
ト
ゥ
ら
に
命
じ
、
彼
が
イ
ン
ド
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
攻
撃
に
向
か
う
途
中
で
拿
捕
し
た
、
カ

ン
バ
ヤ
（
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
）
の
商
品
を
ジ
ャ
ン
ク
に
積
ん
で
、
パ
サ
イ
に
派
遣
し
た
。
そ
れ
は
華
人
や
琉
球
人
の
来
航
を
予
想
し
、



一
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彼
ら
に
売
却
す
る
た
め
の
胡
椒
を
調
達
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ニ
ナ
・
シ
ャ
ト
ゥ
は
マ
ラ
ッ
カ
の
ク
リ
ン
人
商
人
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
早
く
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
協
力
し
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
か
ら

異
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
以
外
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
＊
35
、
パ
サ
イ
は
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
の
胡
椒

の
積
出
港
で
あ
る
。
こ
の
年
の
冬
に
は
華
人
・
琉
球
人
の
来
航
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
ニ
ナ
・
シ
ャ
ト
ゥ
ら
に
パ

サ
イ
で
胡
椒
を
調
達
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
に
、
そ
の
冬
に
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
た
馬ま

ひ

び
彼
比
ら
の
琉
球
船
は
、
こ
の
胡
椒
を
購

入
し
て
帰
航
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
９
】『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
四
部
第
四
十
八
章

彼
（
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
）
が
死
去
し
た
時
に
は
、
ホ
ル
ム
ズ
か
ら
セ
イ
ロ
ン
ま
で
、
あ
ま
ね
く
平
和
と
な
っ
て
い
た
。
…
…
コ

モ
リ
ン
岬
以
遠
で
も
、
そ
の
地
域
の
諸
王
は
ま
っ
た
く
平
和
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
…
…
中
国
の

王
、
ジ
ャ
ワ
の
王
、
モ
ル
ッ
カ
の
王
と
も
、
ゴ
ー
レ
ス
と
も
、
完
全
に
平
和
に
な
り
、
周
囲
の
そ
の
他
の
諸
王
も
、（
ポ
ル
ト

ガ
ル
王
に
）
お
と
な
し
く
服
従
し
て
い
た
＊
36
。

一
五
一
五
年
十
二
月
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
死
去
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
叙
述
は
著
者
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
よ

る
、
父
の
事
績
を
顕
彰
す
る
た
め
の
文
飾
が
め
だ
ち
、
実
際
に
は
一
五
一
五
年
ま
で
に
、
琉ゴ
ー
レ
ス

球
人
は
マ
ラ
ッ
カ
を
回
避
し
て
、
ア
ユ

タ
ヤ
や
パ
タ
ニ
に
渡
航
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
琉
球
人
と
の
関
係
が
完
全
に
断
絶

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
ユ
タ
ヤ
や
パ
タ
ニ
に
お
い
て
、
両
者
が
接
触
・
交
流
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
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四　
『
ア
ジ
ア
史
』・『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の
書
』
に
み
え
る
琉
球
人

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス João de Barros

の
、『
ア
ジ
ア
史
』D

a
 Á

sia

全
四
編
（
一
五
五
二
～
一
六
一
五
年
刊
）
は
、
十
五

世
紀
末
か
ら
一
五
三
〇
年
代
に
い
た
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
域
ア
ジ
ア
進
出
史
を
編
年
的
に
叙
述
し
た
年
代
記
で
あ
る
。
バ
ロ
ス
は

ア
ジ
ア
貿
易
を
統
括
す
る
リ
ス
ボ
ン
の
イ
ン
デ
ィ
ア
館 Casa da Índia

の
商
務
官
で
あ
り
、
国
王
ジ
ョ
ア
ン
三
世
の
委
嘱
に
よ
っ

て
同
書
を
執
筆
し
た
。
バ
ロ
ス
自
身
は
ア
ジ
ア
に
渡
航
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
館
所
蔵
の
文
書
や
、
各
国
語
の
文
献
、

関
係
者
の
聞
き
取
り
な
ど
を
ひ
ろ
く
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
お
お
む
ね
詳
細
か
つ
正
確
で
あ
り
、
公
的
年
代
記
と
し
て
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
海
域
ア
ジ
ア
進
出
に
関
す
る
基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
＊
37
。
同
書
に
は
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
に
か
か
わ
る
記
述
も
散

見
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
順
番
に
紹
介
し
よ
う
。

【
史
料
１
０
】
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
第
一
編
第
八
部
第
一
章

モ
ル
ッ
カ
の
ク
ロ
ー
ヴ
、
バ
ン
ダ
の
ナ
ツ
メ
グ
や
メ
ー
ス
、
テ
ィ
モ
ー
ル
の
白
檀
、
ボ
ル
ネ
オ
の
樟
脳
、
リ
キ
オLíquio

の
黄
金
と
銀
、
お
よ
び
中
国
・
ジ
ャ
ワ
・
シ
ャ
ム
や
、
こ
の
地
〔
マ
ラ
ッ
カ
〕
に
隣
接
す
る
他
の
諸
地
方
や
諸
島
か
ら
の
、
あ

ら
ゆ
る
資
源
・
香
辛
料
・
香
料
・
香
水
・
文
物
＊
38
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ン
ス
ー
ン
に
応
じ
て
、
東
方
全
域

の
集
散
港
か
つ
市
場
で
あ
る
、
か
の
も
っ
と
も
豊
か
な
マ
ラ
ッ
カ
に
集
ま
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
は
も
う
一
方
の
諸
地
域
の
人
々
、
つ
ま
り
紅
海
の
海
峡
に
い
た
る
西
方
の
人
々
が
、（
西
方
に
）
運
ん
で
い
く
品
々

を
求
め
に
来
た
が
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
は
貨
幣
を
用
い
ず
、
あ
る
商
品
と
他
の
商
品
を
交
易
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、（
マ

ラ
ッ
カ
で
）
ス
マ
ト
ラ
や
リ
キ
オ
の
黄
金
を
大
量
に
入
手
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
は
四
分
の
一
以
上
の
利
益
が
出
る
の
だ
が
、
他

の
商
品
の
利
益
の
ほ
う
が
、
よ
り
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
。
黄
金
の
評
価
額
が
こ
の
よ
う
に
安
か
っ
た
の
で
、
誰
も
そ
れ
を
（
代



一
六

価
と
し
て
）
求
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
＊
39
。

バ
ロ
ス
は
こ
こ
で
、
東
方
諸
国
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
運
ば
れ
た
代
表
的
商
品
と
し
て
、
モ
ル
ッ
カ
・
バ
ン
ダ
諸
島
の
香
辛
料
な
ど
と

と
も
に
、
琉
球
船
が
も
た
ら
す
黄
金
と
銀
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
西
方
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
商
人
は
、
イ
ン
ド
で
の
金
価
は

マ
ラ
ッ
カ
よ
り
も
二
割
以
上
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
商
品
の
利
益
率
の
ほ
う
が
高
か
っ
た
た
め
、
黄
金
を
入
手
し
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
に
は
誇
張
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
中
国
の
絹
や
モ
ル
ッ
カ
の
香
辛
料
な
ど
の
売
れ
筋
商

品
は
、
黄
金
よ
り
も
か
な
り
利
益
率
が
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
＊
40
。

【
史
料
１
１
】
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
第
二
編
第
六
部
第
六
章

同
市
〔
マ
ラ
ッ
カ
〕
の
住
民
は
マ
レ
ー
人
と
呼
ば
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
憎
悪
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
わ

れ
わ
れ
の
刃
を
う
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
同
市
に
住
ん
で
イ
ン
デ
ィ
ア
に
航
海
し
て
い
る
ア
ラ
ブ
人
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト

人
が
わ
れ
わ
れ
の
艦
隊
か
ら
う
け
た
損
害
が
も
と
で
、
わ
れ
わ
れ
を
は
げ
し
く
憎
ん
で
い
る
ほ
ど
に
は
、
わ
れ
わ
れ
を
憎
ん
で

い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
わ
れ
わ
れ
の
習
慣
や
交
渉
の
仕
方
を
の
の
し
っ
て
、
同
地
に
い
る
ベ
ン
ガ
ル
人
・
ペ
グ
ー

人
・
シ
ャ
ム
人
・
ジ
ャ
ワ
人
・
華
人
・
ル
ソ
ン
人
・
レ
キ
オ
ス Léquios

、
お
よ
び
通
商
の
た
め
に
当
市
に
集
ま
っ
て
い
る
そ

の
他
の
多
く
の
異
教
徒
を
は
げ
し
く
扇
動
し
て
い
た
＊
41
。

こ
れ
は
一
五
〇
九
年
九
月
に
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
セ
ケ
イ
ラ
の
艦
隊
が
マ
ラ
ッ
カ
に
初
来
航
す
る
直
前
の
記
事
で
あ

る
。
こ
の
年
の
二
月
に
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
の
艦
隊
が
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
デ
ィ
ウ
沖
で
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
・
カ
リ
カ
ッ
ト
の
イ
ス
ラ
ム
連
合
艦
隊
を
撃
破
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
＊
42
。
当
時
、
ム
ス
リ
ム

海
商
は
一
～
三
月
ご
ろ
に
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
を
出
航
し
、
北
東
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
に
直
航
し
て
い
た
＊
43
。
彼
ら
が
夏

期
の
南
西
風
で
帰
国
す
る
琉
球
人
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
危
険
性
を
伝
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
年
に
琉
球
船
が
マ



一
七

マラッカの琉球人　―― ポルトガル史料にみる ――

ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
年
の
一
五
〇
八
年
末
に
琉
球
を
出
航
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、『
歴
代
宝
案
』
に
は
そ

れ
に
該
当
す
る
文
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
当
時
は
明
朝
と
の
一
年
一
貢
制
が
一
時
的
に
復
活
し
、
日
本
を
介
し
た
朝
鮮
と

の
貿
易
も
最
盛
期
を
む
か
え
て
お
り
、
実
際
に
は
琉
球
船
は
ほ
ぼ
毎
年
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
１
２
】
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
第
二
編
第
六
部
第
六
章

商
品
を
取
引
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
人
た
ち
〔
マ
レ
ー
人
〕
は
自
分
の
利
を
図
る
た
め
に
抜
目
な
く
策
を
弄
す
る
。
と
い
う

の
は
、
相
手
は
通
常
、
ジ
ャ
ワ
人
・
シ
ャ
ム
人
・
ペ
グ
ー
人
・
ベ
ン
ガ
ル
人
・
ク
リ
ン
人
・
マ
ラ
バ
ル
人
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト

人
・
ペ
ル
シ
ア
人
・
ア
ラ
ビ
ア
人
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
マ
ラ
ッ
カ
へ
来
る
船ナ
ウ

に
は
、
先
に
述

べ
た
人
々
の
ほ
か
、
通
常
、
華
人
・
レ
キ
オ
ス
・
ル
ソ
ン
人
、
あ
る
い
は
か
の
東
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
乗
っ
て
お
り
、

だ
れ
も
が
東
方
や
西
方
の
富
を
大
量
に
運
ん
で
来
る
＊
44
。

マ
ラ
ッ
カ
王
国
時
代
に
来
航
し
た
海
外
海
商
を
列
挙
し
た
記
事
で
あ
り
、
や
は
り
東
方
か
ら
来
航
し
た
海
商
の
代
表
と
し
て
、
華

人
・
ル
ソ
ン
人
と
と
も
に
琉レ
キ
オ
ス

球
人
を
あ
げ
て
い
る
。

【
史
料
１
３
】
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
第
三
編
第
五
部
第
四
章

東
方
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
向
か
う
す
べ
て
の
航
海
は
、
海エ
ス
ト
レ
イ
ト峡
と
呼
ば
れ
、
マ
ラ
ッ
カ
沿
岸
と
ス
マ
ト
ラ
島
の
間
に
あ
る
二
つ

の
水カ
ナ
ル路
を
通
る
。
一
つ
は
こ
の
島
〔
ス
マ
ト
ラ
島
〕
に
沿
う
も
の
で
、
サ
バ
ンSabão

（
海
峡
）
と
称
す
る
。
も
う
一
つ
は
マ

ラ
ッ
カ
沿
岸
に
沿
っ
て
お
り
、
シ
ン
ガ
プ
ラ
（
海
峡
）
と
称
す
る
。
…
…
サ
バ
ン
と
呼
ば
れ
る
水
路
を
通
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
・
バ

ン
ダ
・
モ
ル
ッ
カ
や
、
赤
道
以
南
に
あ
る
、
す
べ
て
の
あ
ち
ら
の
島
々
や
近
隣
の
島
々
に
往
復
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
船
が
航
海
す

る
。
ま
た
シ
ン
ガ
プ
ラ
と
呼
ば
れ
る
高
み
側
（
の
水
路
）
を
通
っ
て
、
反
対
側
の
北
方
か
ら
（
の
船
が
）
航
海
す
る
。
そ
こ
に

は
日ジ
ヤ
パ
ン本Japão

の
島
々
・
レ
キ
オ
ス
・
ル
ソ
ン
や
、
他
の
多
く
の
島
々
、
お
よ
び
中
国
沿
岸
か
ら
ウ
ジ
ェ
ン
タ
ナ
岬
に
い
た
る



一
八

す
べ
て
の
諸
王
国
が
含
ま
れ
る
。
こ
ち
ら
（
の
海
峡
）
は
と
て
も
狭
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
行
き
か
う
（
船
の
）
帆
桁
が
す
れ
違

う
さ
ま
は
山
の
木
立
の
よ
う
だ
＊
45
。

サ
バ
ン
海
峡
と
は
、
パ
レ
ン
バ
ン
か
ら
ス
マ
ト
ラ
東
岸
を
北
上
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
入
る
地
点
に
位
置
す
る
、
ス
マ
ト
ラ
島
と

ク
ン
ド
ゥ
ル
島
の
間
を
ぬ
け
る
航
路
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
海
方
面
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
船
が
通
過
し
た
。
シ
ン
ガ
プ
ラ
の
海
峡

と
は
、
シ
ン
ガ
プ
ラ
と
ビ
ン
タ
ン
島
・
バ
タ
ン
島
と
の
間
を
ぬ
け
る
航
路
で
あ
り
、
南
シ
ナ
海
か
ら
来
航
す
る
船
が
通
過
し
た
。
中

国
船
や
琉
球
船
は
、
冬
季
の
北
東
風
に
よ
っ
て
南
シ
ナ
海
を
南
下
し
、
北
東
風
が
吹
き
や
む
シ
ン
ガ
プ
ラ
海
峡
か
ら
は
、
陸
風
と
海

流
に
乗
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
た
の
で
あ
る
＊
46
。【
史
料
６
Ｃ
】
に
も
記
す
よ
う
に
、
冬
季
に
は
ラ
ク
サ
マ
ナ
が
こ
の
海
峡
地

域
に
駐
屯
し
、
南
シ
ナ
海
か
ら
来
航
す
る
貿
易
船
の
検
問
や
保
護
に
当
た
っ
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
紹
介
し
た
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
が
、
時
系
列
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
域
ア
ジ
ア
進
出
を
叙
述
し
た
の
に
対
し
、
十
六

世
紀
初
頭
の
海
域
ア
ジ
ア
全
域
を
詳
述
し
た
地
誌
と
し
て
、
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
に
く
わ
え
、『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ

ル
ボ
ザ
の
書
』O

 L
ivro d

e D
u

a
rte B

a
rbosa

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ D

uarte Barbosa

は
、

一
五
〇
〇
年
に
イ
ン
ド
に
渡
航
し
、
カ
ナ
ノ
ー
ル
の
商
館
で
書
記
・
商
館
員
と
し
て
勤
務
し
、
一
五
一
五
年
に
は
カ
リ
カ
ッ
ト
商
館

の
書
記
に
転
じ
た
。
一
五
一
六
年
に
は
い
っ
た
ん
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
る
が
、
翌
年
ふ
た
た
び
イ
ン
ド
に
渡
航
し
て
カ
ナ
ノ
ー
ル
の
商

館
に
勤
務
し
、
一
五
四
六
～
四
七
年
ご
ろ
没
し
て
い
る
。
彼
は
一
五
一
〇
年
代
に
、
イ
ン
ド
の
商
館
で
収
集
し
た
情
報
に
よ
り
、
同

書
を
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
＊
47
。

『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の
書
』
は
、
西
は
ア
フ
リ
カ
東
岸
か
ら
、
東
は
琉
球
に
い
た
る
海
域
ア
ジ
ア
全
域
の
地
誌
で
あ
る
。

同
書
は
、
執
筆
後
ま
も
な
く
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
に
も
翻
訳
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
な
ど
の
、
計
十
三
種
の

初
期
写
本
が
現
存
す
る
＊
48
。
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一
九
九
六
年
に
い
た
り
、
同
書
の
主
要
な
写
本
・
刊
本
を
対
照
し
た
校
訂
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
校
訂
本
で
は
、
バ
ル
ボ
ザ
の

原
テ
キ
ス
ト
に
も
っ
と
も
近
い
と
思
わ
れ
る
、
リ
ス
ボ
ン
国
立
図
書
館
蔵
の
一
五
三
九
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
写
本
を
底
本
と
し
、
他

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
写
本
四
種
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
写
本
一
種
、
王
立
科
学
院
刊
本
と
詳
細
に
校
訂
し
て
い
る
。
そ
の
底
本
で
あ
る

リ
ス
ボ
ン
国
立
図
書
館
写
本
は
、
特
に
琉
球
に
関
し
て
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
て
か
な
り
情
報
量
が
多
く
、
こ
こ
で
は
こ
の
校

訂
本
に
よ
り
、
琉
球
の
項
目
を
訳
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
＊
49
。

【
史
料
１
４
】『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の
書
』、「
レ
キ
ア
の
地
」

ム
ス
リ
ム
の
航
海
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
港
で
あ
る
広カ
ン
タ
ン東Cantão

の
町
を
す
ぎ
る
と
、
海
上
に
多
く
の
島
々
が
あ
り
、

さ
ら
に
東
南
に
き
わ
め
て
大
き
な
土
地
が
あ
る
。
そ
れ
が
大
陸
か
島
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
が
レ
ケ
ス Leques 

の
地
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
、
華
人
船
と
同
じ
よ
う
に
、
三
、四
隻
の
船ナ
オ

が
来
て
い
た
。
彼
ら
は
色
の
白
い
人
々
で
、
き
わ
め

て
有
力
で
富
裕
な
商
人
だ
と
い
う
。

彼
ら
は
多
く
の
金
銀
の
延
べ
棒
、
き
わ
め
て
高
価
な
織
物
用
の
生
糸
や
絹
、
た
い
へ
ん
良
質
な
小
麦
、
美
し
い
磁
器
や
、
そ

の
他
の
商
品
な
ど
、
中
国
と
同
じ
よ
う
な
商
品
を
も
た
ら
し
、
現
在
華
人
が
持
ち
帰
る
よ
う
な
商
品
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
彼

ら
は
レ
ケ
オ
ス Lequeos 

と
呼
ば
れ
た
。
マ
ラ
ッ
カ
が
国
王
陛
下
の
も
の
と
な
っ
て
か
ら
は
、
彼
ら
は
も
は
や
来
航
せ
ず
、

（
華
人
が
）
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
持
ち
帰
る
商
品
を
華
人
か
ら
入
手
し
、
彼
ら
の
商
品
を
（
華
人
に
）
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
レ
ケ
オ
ス
は
大
商
人
で
あ
り
、
華
人
よ
り
も
誠
実
で
富
裕
で
あ
る
。
彼
ら
は
異
教
徒
で
、
色
が
白
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

と
同
じ
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
を
見
る
と
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
）
誰
か
の
よ
う
で
＊
50
、
わ
れ
ら
と
同

じ
よ
う
に
均
整
が
と
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
絹
服
を
着
用
し
、
バ
ラ
ン
ド
ラ
ウ
や
カ
ペ
リ
ャ
ー
ル
の
よ
う
な
衣
服
を

ま
と
っ
て
い
る
。
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彼
ら
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
本
国
は
未
発
見
で
、
彼
ら
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
、
シ
ャ
ム
の
町

や
、
中
国
の
港
で
あ
る
広
東
の
町
で
会
う
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
＊
51
。

ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
と
『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の
書
』
は
、
と
も
に
一
五
一
〇
年
代
の
海
域
ア
ジ
ア
全
域
の
状

況
を
叙
述
す
る
が
、
マ
ラ
ッ
カ
の
商
館
員
で
あ
っ
た
ピ
レ
ス
が
、
海
域
ア
ジ
ア
東
部
の
状
況
を
詳
述
す
る
の
に
対
し
、
バ
ル
ボ
ザ
の

地
誌
で
は
、
特
に
海
域
ア
ジ
ア
西
部
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
い
。
琉
球
に
関
す
る
記
述
も
、
イ
ン
ド
で
得
た
伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
ピ
レ
ス
に
比
べ
れ
ば
簡
略
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
お
お
む
ね
正
確
で
あ
る
。

バ
ル
ボ
ザ
に
よ
れ
ば
、
琉レ
ケ
ス球
は
広
東
の
東
南
海
上
に
あ
り
、
島
か
大
陸
か
は
不
明
だ
と
い
う
。
前
引
の
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』

（
史
料
６
ｂ
）
に
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
当
初
は
、
琉
球
は
大
陸
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
り
、

当
初
は
琉
球
の
位
置
は
か
な
り
漠
然
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
彼
ら
の
マ
ラ
ッ
カ
に
お
け
る
貿
易
活
動
に
つ
い
て
は
、
バ
ル
ボ

ザ
は
簡
に
し
て
要
を
得
た
情
報
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
バ
ル
ボ
ザ
も
琉
球
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
好
意
的
に
描
写
し
て
お
り
、
華
人
よ
り

誠
実
で
富
裕
だ
と
し
た
う
え
で
、
特
に
外
見
が
色
白
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
似
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
＊
52
。
さ
ら
に
バ
ル
ボ
ザ

に
よ
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
占
領
後
、
琉
球
人
は
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
シ
ャ
ム
の
町
（
ア
ユ
タ
ヤ
）

や
、
広
東
の
町
（
タ
マ
ン
ま
た
は
広
州
）
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
『
東
方
諸
国
記
』
に

も
見
え
な
い
記
事
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
琉
球
の
関
係
を
検
討
す
る
う
え
で
注
目
に
値
す
る
。

五　

ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
に
み
る
琉
球
人

マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
人
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
豊
富
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ト
メ
・
ピ
レ
ス
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『
東
方
諸
国
記
』
で
あ
る
。

ト
メ
・
ピ
レ
ス
は
リ
ス
ボ
ン
の
薬
種
商
だ
っ
た
が
、
一
五
一
一
年
に
イ
ン
ド
に
渡
航
し
て
、
カ
ナ
ノ
ー
ル
の
商フ
ェ
イ
ト
ー
ル

館
員
と
な
っ
た
。

翌
一
五
一
二
年
に
は
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
よ
り
マ
ラ
ッ
カ
に
派
遣
さ
れ
、
商
館
員
と
し
て
貿
易
実
務
に
あ
た
り
、
一
五
一
五
年
に
イ

ン
ド
に
戻
っ
た
。『
東
方
諸
国
記
』 

は
、
正
式
に
は
『
紅
海
か
ら
中
国
ま
で
の
東
洋
全
書
』S

u
m

a
 O

riea
ta

l qu
e Tra

ta
 d

o M
a

a
r 

R
ox

o a
te os C

h
in

a
s

と
い
う
。
彼
が
マ
ラ
ッ
カ
商
館
員
と
し
て
現
地
で
得
た
情
報
に
よ
り
記
述
し
た
、
海
域
ア
ジ
ア
全
域
の
地
誌

で
あ
る
＊
53
。

ピ
レ
ス
が
マ
ラ
ッ
カ
に
赴
任
し
た
の
は
、
一
五
一
二
年
の
四
月
～
五
月
ご
ろ
だ
っ
た
＊
54
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
年
の
は
じ
め

に
は
最
後
の
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
て
貿
易
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
琉
球
船
は
、
四
月
～
九
月
の
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
に

よ
っ
て
帰
国
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
ピ
レ
ス
は
、
赴
任
直
後
に
琉
球
人
を
実
見
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も

琉
球
船
の
帰
航
直
後
に
、
彼
ら
と
交
易
し
て
い
た
当
事
者
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
ピ
レ
ス
の
琉
球
情
報
は
、

き
わ
め
て
詳
細
か
つ
正
確
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
琉
球
王
国
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
実
態
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ

り
、
ま
た
か
な
り
長
文
で
も
あ
る
が
、
と
く
に
重
要
な
史
料
な
の
で
、
こ
こ
で
も
生
田
滋
ら
の
訳
文
に
よ
り
、
全
文
を
三
つ
に
分
け

て
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

【
史
料
１
５
ａ
】
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
第
四
部
「
中
国
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
に
い
た
る
諸
国
」

レ
ケ
オ
人
の
島　

レ
ケ
オ
ス Lequeos 

は
ゴ
ー
レ
ス Guores 
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
名
前
の
ど
ち
ら
か
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
レ
キ
オ
ス Lequíos 

と
い
う
の
が
主
な
名
前
で
あ
る
。
国
王
と
す
べ
て
の
人
民
は
異
教
徒
で
あ
る
。
国
王

は
中
国
の
国
王
の
臣
下
で
、（
中
国
に
）
朝
貢
し
て
い
る
。
彼
の
島
は
大
き
く
、
人
口
が
多
い
。
彼
ら
は
独
特
の
形
の
小
船
を

も
っ
て
い
る
。
ま
た
ジ
ャ
ン
ク
は
三
、四
隻
持
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
そ
れ
ら
を
た
え
ず
中
国
か
ら
買
い
入
れ
て
い
る
。
彼
ら
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は
そ
れ
以
外
は
船
を
持
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
中
国
と
マ
ラ
ッ
カ
で
、
時
に
は
華
人
と
と
も
に
、
時
に
は
自
分
自
身
で
取
引
を

す
る
。
彼
ら
は
中
国
の
福
建
の
港
で
交
易
す
る
。
そ
れ
は
中
国
本
土
に
あ
り
、
広
東
に
近
く
、
そ
こ
か
ら
一
昼
夜
の
航
海
の
と

こ
ろ
に
あ
る
。
マ
レ
ー
人
は
マ
ラ
ッ
カ
の
人
々
に
対
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
レ
キ
オ
ス
と
の
間
に
は
何
の
相
違
も
な
い
が
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
婦
人
を
買
い
、
レ
キ
オ
ス
は
そ
れ
を
し
な
い
だ
け
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

レ
キ
オ
ス
は
、
彼
ら
の
土
地
に
は
小
麦
と
米
と
独
特
の
酒
と
肉
と
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
魚
は
た
い
へ
ん
豊
富
で
あ

る
。
彼
ら
は
立
派
な
指
物
師
で
あ
り
具
足
師
で
あ
る
。
彼
ら
は
金
箔
を
置
い
た
筥
や
た
い
へ
ん
贅
沢
で
精
巧
な
扇
、
刀
剣
、
彼

ら
の
独
特
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
た
く
さ
ん
の
武
器
を
製
造
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
王
国
で
ミ
ラ
ノ
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
、
華

人
や
そ
の
他
の
す
べ
て
の
国
民
は
レ
キ
オ
ス
に
つ
い
て
語
る
。
彼
ら
は
正
直
な
人
間
で
、
奴
隷
を
買
わ
な
い
し
、
た
と
え
全
世

界
と
ひ
き
か
え
で
も
自
分
た
ち
の
同
胞
を
売
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
彼
ら
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
死
を
賭
け
る
。

レ
キ
オ
ス
は
偶
像
崇
拝
者
で
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
航
海
に
出
て
、
危
険
に
遭
遇
し
た
と
き
に
は
、
彼
ら
は
「
も
し
こ
れ
を
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
一
人
の
美
女
を
犠
牲
と
し
て
買
い
求
め
、
ジ
ャ
ン
ク
の
舳へ
さ
きで
首
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
」
と
か
、
こ
れ

に
似
た
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
（
祈
る
）。
彼
ら
は
色
の
白
い
人
々
で
、
華
人
よ
り
も
良
い
服
装
を
し
て
お
り
、
気
位
が
高
い
。

彼
ら
は
中
国
に
渡
航
し
て
、
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
中
国
に
来
た
商
品
を
持
ち
帰
る
。
彼
ら
は
日ジ
ヤ
ン
ポ
ン本Jam

pon

へ
赴
く
。
そ
れ
は
海

路
七
、八
日
の
航
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
島
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
こ
で
こ
の
島
に
あ
る
黄
金
と
銅
と
を
商
品
と
交
換
に
買
い
入
れ

る
。
レ
キ
オ
ス
は
自
分
の
商
品
を
自
由
に
掛
け
売
り
す
る
。
そ
し
て
代
金
を
受
け
と
る
際
に
、
も
し
人
々
が
彼
ら
を
欺
い
た
と

し
た
ら
、
彼
ら
は
剣
を
手
に
し
て
代
金
を
取
り
た
て
る
＊
55
。

ピ
レ
ス
は
、
琉レ
キ
オ
ス

球
人
が
明
朝
に
朝
貢
す
る
と
と
も
に
、
中
国
で
購
入
し
た
ジ
ャ
ン
ク
で
福
建
や
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
、
日
本
産
の

黄
金
や
銅
を
再
輸
出
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
金
蒔
絵
の
筥
・
扇
・
刀
剣
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
か
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ら
の
再
輸
出
品
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
琉
球
の
産
品
と
記
す
の
は
誤
解
で
あ
る
。

【
史
料
１
５
ｂ
】
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
第
四
部

レ
ケ
オ
ス
が
マ
ラ
ッ
カ
に
携
え
て
来
る
商
品　

主
要
な
も
の
は
黄
金
・
銅
・
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
武
器
・
小
筥
・
金
箔
を
置
い

た
寄
木
細
工
の
手
筥
・
扇
・
小
麦
で
あ
る
。
彼
ら
の
品
物
は
出
来
が
よ
い
。
彼
ら
は
黄
金
を
多
量
に
携
え
て
く
る
。
彼
ら
は
華

人
よ
り
も
正
直
な
人
々
で
、
ま
た
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
多
量
の
紙
と
各
色
の
生
糸
を
携
え
て
く
る
。
ま
た
麝
香
、
磁

器
、
緞
子
を
携
え
て
く
る
。
ま
た
彼
ら
は
葱
や
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
運
ん
で
く
る
。

彼
ら
が
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
自
分
た
ち
の
国
に
持
ち
帰
る
商
品　

彼
ら
は
華
人
が
持
ち
帰
る
の
と
同
じ
商
品
を
持
ち
帰
る
。
彼

ら
は
当
地
を
〔
原
文
空
白
〕
に
出
帆
す
る
。
そ
し
て
毎
年
マ
ラ
ッ
カ
に
は
一
隻
な
い
し
二
、三
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
が
や
っ
て
き
て
、

ベ
ン
ガ
ル
産
の
布
地
を
大
量
に
持
ち
帰
る
。

レ
キ
オ
ス
た
ち
の
間
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
産
の
酒
が
た
い
へ
ん
珍
重
さ
れ
る
。
彼
ら
は
ア
グ
ア
ル
デ
ン
テ
の
よ
う
な
酒
を
多
量

に
積
荷
す
る
。
マ
レ
ー
人
は
そ
れ
を
飲
ん
で
ア
モ
ク
に
な
る
の
で
あ
る
＊
56
。
レ
キ
オ
ス
は
一
ふ
り
が
三
十
ク
ル
ザ
ー
ド
の
価

格
の
刀
剣
を
た
く
さ
ん
携
え
て
く
る
＊
57
。

ピ
レ
ス
は
琉
球
船
の
輸
出
品
と
し
て
、
黄
金
・
銅
・
武
器
・
小
筥
・
金
蒔
絵
の
手
筥
・
扇
子
・
小
麦
・
紙
・
生
糸
・
麝
香
・
磁

器
・
緞
子
・
葱
・
野
菜
を
挙
げ
て
い
る
。
ピ
レ
ス
は
『
東
方
諸
国
記
』
の
中
国
の
項
で
、
華
人
が
マ
ラ
ッ
カ
に
も
た
ら
す
商
品
を
列

挙
し
て
い
る
が
、
銅
・
筥
類
・
扇
子
・
生
糸
・
麝
香
・
磁
器
・
緞
子
は
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
、
一
方
、
下
掲
の
史
料
６
ｃ
に
よ

れ
ば
、
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
も
た
ら
す
黄
金
と
銅
は
、
す
べ
て
日
本
産
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
上
掲
の
史
料
６
ａ
で
は
、
琉
球

の
産
品
と
し
て
小
麦
を
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
同
時
代
の
陳
侃
『
使
琉
球
録
』
で
も
、
琉
球
の
農
産
物
と
し
て
、
麦
な
ど
の
穀
物
類

や
、
葱
な
ど
の
野
菜
類
を
挙
げ
て
い
る
＊
58
。
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こ
れ
ら
の
記
事
を
総
合
す
る
と
、
琉
球
が
マ
ラ
ッ
カ
に
も
た
ら
し
た
商
品
の
う
ち
、
生
糸
・
麝
香
・
磁
器
・
緞
子
は
中
国
産
、
黄

金
・
銅
・
刀
剣
は
日
本
産
、
小
麦
・
葱
・
野
菜
は
琉
球
産
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
筥
類
・
扇
子
・
紙
類
は
、
お
も
に
日
本
産
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
中
国
産
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
琉
球
船
は
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
、「
華
人
が
持
ち
帰
る
の
と
同
じ
商
品
」
や
、
マ
ラ
ッ
カ
王
の
礼
物
と
同
じ
よ
う
な
、
大
量
の

ベ
ン
ガ
ル
産
織
物
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
琉
球
船
は
、
マ
ラ
ッ
カ
産
の
ア
グ
ア
ル
デ
ン
テagoa ardem

te

の
よ
う
な

酒
も
、
大
量
に
積
荷
し
て
い
た
と
い
う
。
ア
グ
ア
ル
デ
ン
テaguardente

と
は
、
ワ
イ
ン
を
蒸
留
し
て
作
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
一
種

で
あ
る
。
琉
球
泡
盛
の
源
流
は
、
シ
ャ
ム
か
ら
輸
入
し
た
米
製
の
蒸
留
酒
だ
と
い
わ
れ
る
が
＊
59
、
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
輸
入
し
た
「
ア

グ
ア
ル
デ
ン
テ
の
よ
う
な
酒
」
も
、
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
な
蒸
留
酒
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

【
史
料
１
５
ｃ
】
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
第
四
部

ジ
ャ
ン
ポ
ン
島　

 

す
べ
て
の
華
人
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ン
ポ
ン Jam

pom
 

島
は
レ
キ
オ
ス
の
島
よ
り
も
大
き

く
、
国
王
は
よ
り
強
力
で
偉
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
品
に
も
自
然
の
産
物
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
国
王
は
異
教
徒
で
、
中
国

の
国
王
の
臣
下
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
国
と
取
引
を
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
と
、
彼
ら
が

ジ
ャ
ン
ク
を
持
た
ず
、
ま
た
海
洋
国
民
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

レ
キ
オ
ス
は
七
、八
日
で
ジ
ャ
ン
ポ
ン
に
赴
き
、
上
記
の
商
品
を
携
え
て
い
く
。
そ
し
て
黄
金
や
銅
と
交
換
す
る
。
レ
キ
オ

ス
の
と
こ
ろ
か
ら
来
る
も
の
〔
黄
金
や
銅
〕
は
、
み
な
レ
キ
オ
ス
が
ジ
ャ
ン
ポ
ン
か
ら
携
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
レ
キ
オ
ス

は
ジ
ャ
ン
ポ
ン
の
人
々
と
、
ル
ソ
ン
の
布
や
そ
の
他
の
商
品
で
取
引
す
る
＊
60
。

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
以
来
の
ジ
パ
ン
グ
に
か
わ
り
、
日ジ
ヤ
ン
ポ
ン本

と
い
う
名
称
が
は
じ
め
て
記
録
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
＊
61
。
ピ
レ
ス
は

日
本
が
明
朝
に
朝
貢
し
て
い
る
が
、
海
外
貿
易
は
不
活
発
で
、
琉
球
が
マ
ラ
ッ
カ
と
日
本
と
の
中
継
貿
易
を
担
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
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を
、
正
確
に
伝
え
て
い
る
。
琉
球
人
は
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
輸
入
し
た
商
品
や
、
ル
ソ
ン
の
布p

an
os lu

coees

も
日
本
に
も
た
ら

し
＊
62
、
黄
金
や
銅
と
交
易
し
、
そ
れ
ら
を
マ
ラ
ッ
カ
に
再
輸
出
し
て
い
た
と
い
う
。
ル
ソ
ン
と
は
漢
文
文
書
に
よ
る
通
交
が
お
こ

な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、『
歴
代
宝
案
』
に
は
ル
ソ
ン
貿
易
に
関
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、

十
六
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、
琉
球
船
は
ル
ソ
ン
に
も
恒
常
的
に
渡
航
し
、
ル
ソ
ン
綿
布
は
琉
球
の
中
継
貿
易
の
な
か
で
も
、
重
要
な

商
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

六　

ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
み
る
琉
球
の
マ
ラ
ッ
カ
貿
易

以
上
四
節
に
わ
た
っ
て
、
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
を
、
網
羅
的
に
紹
介
・
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は

そ
れ
ら
の
記
事
を
総
合
し
て
、
琉
球
王
国
の
マ
ラ
ッ
カ
貿
易
の
全
体
像
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
各
史
料
の
内
容
に
言
及
す
る
際
に

は
、
そ
の
通
し
番
号
を
〔　

〕
内
に
注
記
し
た
。

（
１
）
琉
球
船
の
航
海
時
期
と
船
数

琉
球
船
の
来
航
時
期
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
は
一
月
に
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
、
四
月
に
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
帰
航
の
途
に
つ
き
、

往
復
と
も
四
十
日
を
要
し
た
と
す
る
〔
１
〕。
一
方
、『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
琉
球
船
は
一
月
ご
ろ
に
マ
ラ
ッ
カ
に
来

航
し
、
八
月
～
九
月
ご
ろ
に
帰
航
の
途
に
つ
い
た
と
い
う
〔
６
ｂ
〕。
一
般
的
に
、
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
中
国
へ
の
航
海
期
は
四
月
～
八

月
、
中
国
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
へ
の
航
海
期
は
十
月
～
二
月
で
あ
り
、
往
復
と
も
に
一
月
を
要
し
た
＊
63
。
琉
球
へ
の
航
海
期
も
ほ
ぼ
同

じ
だ
と
思
わ
れ
る
。
往
復
四
十
日
と
い
う
航
海
期
間
も
、
中
国
の
場
合
と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
ア
ル
ブ
ケ
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ル
ケ
実
録
』
が
、
帰
航
期
を
九
月
ま
で
と
す
る
の
は
遅
す
ぎ
る
よ
う
だ
。
総
じ
て
、
琉
球
船
は
十
一
～
十
二
月
に
琉
球
を
出
航
し
、

冬
季
の
北
東
モ
ン
ス
ー
ン
で
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
、
四
月
～
八
月
の
適
当
な
時
期
に
、
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
で
帰
航
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
船
の
船
数
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
は
「
毎
年
数
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
」
と
し
〔
１
〕、『
ア
ル
ブ

ケ
ル
ケ
実
録
』
に
も
、「
毎
年
二
、三
隻
の
船
が
や
っ
て
く
る
」
と
あ
る
〔
６
ｂ
〕。
ま
た
バ
ル
ボ
ザ
は
、「
華
人
船
と
同
じ
よ
う
に
、

三
、四
隻
の
船
が
来
て
い
た
」
と
記
し
て
お
り
〔
１
４
〕、
ピ
レ
ス
も
、「
毎
年
マ
ラ
ッ
カ
に
は
一
隻
な
い
し
二
、三
隻
の
ジ
ャ
ン
ク

が
」
来
航
し
た
と
述
べ
て
い
る
〔
１
５
ｂ
〕
と
述
べ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
マ
ラ
ッ
カ
に
到
来
し
た
十
六
世
紀
初

頭
に
は
、
毎
年
複
数
の
琉
球
船
が
来
航
し
て
い
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
一
五
一
一
年
に
、
最
後
に
マ
ラ
ッ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
琉
球
船

に
つ
い
て
は
、『
歴
代
宝
案
』
で
は
馬ま

ひ

び
彼
比
を
正
使
と
す
る
康
字
号
海
船
一
隻
に
附
与
さ
れ
た
執
照
を
収
録
し
て
い
る
が
、『
ア
ル
ブ

ケ
ル
ケ
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
も
実
際
に
は
二
隻
の
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
る
〔
６
ｃ
〕。

こ
れ
に
対
し
、『
歴
代
宝
案
』
で
は
、
一
年
に
複
数
の
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、

一
四
七
一
（
成
化
七
）
年
と
一
四
七
二
（
成
化
八
）
年
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。
お
よ
ら
く
一
年
に
複
数
の
琉
球
船
を
同
一
国
に
派
遣

し
た
場
合
で
も
、『
歴
代
宝
案
』
で
は
、
そ
の
う
ち
一
隻
に
附
与
し
た
文
書
だ
け
を
収
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
四
七
一
年
に
二
隻

の
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、
翌
一
四
七
二
年
の
琉
球
船
に
附
与
さ
れ
た
咨
文
に
、
昨
年
派
遣
し
た
二

隻
の
使
節
船
が
未
帰
還
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
＊
64
。
そ
し
て
こ
の
一
四
七
二
年
に
は
、
上
記
の
咨
文
の
ほ
か
、
も
う

一
隻
の
使
節
船
に
、
例
年
と
同
じ
内
容
の
咨
文
も
附
与
さ
れ
て
い
る
。
海
難
事
故
に
よ
り
、
通
常
と
は
異
な
る
内
容
の
咨
文
が
送
ら

れ
た
た
め
、
こ
の
二
年
に
つ
い
て
は
、『
歴
代
宝
案
』
に
よ
り
、
例
外
的
に
二
隻
の
琉
球
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
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（
２
）
琉
球
船
の
交
易
品

琉
球
王
国
が
マ
ラ
ッ
カ
に
輸
出
し
た
商
品
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
〔
１
〕、
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ

〔
６
ｂ
〕、
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
〔
１
４
〕、
ト
メ
・
ピ
レ
ス
〔
１
５
ｂ
〕、
が
詳
述
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
商
品
と
主
産
地
を
整

理
し
た
の
が
、
本
稿
末
尾
に
掲
げ
た
【
附
表
】
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
者
の
す
べ
て
が
挙
げ
る
商
品
は
、
中
国
産
の
絹
織
物
・
日
本
産
の
黄
金
・
琉
球
産
の
小
麦
で
あ
る
。
絹
織
物

以
外
の
中
国
産
品
と
し
て
は
、
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
以
外
の
三
者
が
、
生
糸
と
磁
器
を
挙
げ
て
い
る
。
絹
織
物
・
生
糸
・
磁
器
は
、
中
国
の

も
っ
と
も
代
表
的
な
輸
出
品
で
あ
り
、
そ
れ
は
琉
球
の
中
継
貿
易
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

黄
金
に
つ
い
て
は
、
バ
ロ
ス
が
ス
マ
ト
ラ
や
琉
球
か
ら
大
量
の
黄
金
が
マ
ラ
ッ
カ
に
輸
出
さ
れ
た
と
述
べ
〔
１
０
〕、『
ア
ル
ブ

ケ
ル
ケ
実
録
』
も
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
そ
れ
ら
の
黄
金
に
よ
っ
て
金
貨
を
鋳
造
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
〔
７
〕。
な
お
バ
ル
ボ
ザ

〔
１
４
〕
や
バ
ロ
ス
〔
１
０
〕
は
、
琉
球
が
黄
金
と
と
も
に
銀
も
輸
出
し
た
と
記
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
、
日
本

銀
の
輸
出
は
本
格
化
し
て
お
ら
ず
、
銀
貨
が
高
い
中
国
か
ら
運
ば
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
一
方
、
朝
鮮
で
は
十
五
世
紀
末
か
ら

端
川
銀
鉱
な
ど
で
銀
生
産
が
増
加
し
、
十
六
世
紀
前
半
に
は
銀
の
海
外
流
出
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
＊
65
。
お
そ
ら
く
琉
球
か
ら

輸
出
さ
れ
た
南
海
産
品
の
代
価
と
し
て
、
朝
鮮
産
の
銀
が
九
州
・
琉
球
を
経
て
マ
ラ
ッ
カ
に
運
ば
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

黄
金
と
な
ら
ぶ
主
要
な
日
本
産
品
と
し
て
は
、
バ
ル
ボ
ザ
を
除
く
三
者
が
挙
げ
て
い
る
銅
が
あ
る
。
日
本
で
は
十
五
世
紀
中
期
か

ら
銅
の
製
錬
技
術
が
向
上
し
て
、
中
国
地
方
な
ど
で
の
銅
生
産
が
増
加
し
、
朝
鮮
や
明
朝
に
大
量
の
銅
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
＊
66
。

ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
ー
も
一
五
一
四
年
の
段
階
で
、
マ
ラ
ッ
カ
商
館
に
は
琉
球
が
も
た
ら
し
た
銅
が
、
な
お
大
量
に
残
さ
れ
て
い
た

と
述
べ
て
い
る
〔
４
〕。
琉
球
産
品
と
し
て
は
、
小
麦
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
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琉
球
は
マ
ラ
ッ
カ
東
方
の
貿
易
相
手
国
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
遠
方
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
高
い
輸
送
コ
ス
ト
を
か
け
て
、
小
麦
や

野
菜
の
よ
う
な
大
量
消
費
商
品
を
輸
入
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
マ
ラ
ッ
カ
は
後
背
地
に
乏
し
く
、
食
糧
を
ほ
と
ん
ど

自
給
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
米
穀
な
ど
の
食
糧
を
、
シ
ャ
ム
・
ペ
グ
ー
・
ベ
ン
ガ
ル
・
ジ
ャ
ワ
な
ど
の
穀
倉
地
帯
か
ら
大
量
に

輸
入
し
て
い
た
＊
67
。
と
く
に
シ
ャ
ム
か
ら
は
、
米
・
塩
・
野
菜
な
ど
の
食
料
品
を
満
載
し
た
ジ
ャ
ン
ク
が
、
毎
年
二
十
～
三
十
隻

も
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
と
い
う
＊
68
。
と
こ
ろ
が
十
五
世
紀
末
に
マ
フ
ム
ー
ド
・
シ
ャ
ー
が
ア
ユ
タ
ヤ
朝
へ
の
貢
納
を
拒
否

し
、
マ
ラ
ッ
カ
と
シ
ャ
ム
の
通
商
は
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
最
大
の
食
糧
供
給
地
で
あ
っ
た
シ
ャ
ム
と
の
通
商
が
途
絶
し
た
た
め
、

琉
球
船
が
も
た
ら
す
小
麦
や
野
菜
は
、
輸
送
コ
ス
ト
の
高
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ラ
ッ
カ
王
国
末
期
に
は
大
き
な
需
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
ピ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
琉
球
船
は
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
「
華
人
が
持
ち
帰
る
の
と
同
じ
商
品
」
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
〔
１
５

ｂ
〕。
ま
た
ピ
レ
ス
は
『
東
方
諸
国
記
』
の
中
国
に
関
す
る
部
分
で
、
華
人
海
商
が
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
輸
入
す
る
商
品
と
し
て
、
胡
椒
・

香
辛
料
・
焚
香
料
・
象
牙
・
錫
・
沈
香
・
竜
脳
・
蘇
木
・
黒
檀
・
宝
石
類
・
織
物
類
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
「
胡
椒
を
の
ぞ
く

と
、
そ
の
他
の
す
べ
て
は
と
る
に
足
ら
ぬ
品
物
」
だ
っ
た
と
い
う
＊
69
。
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
も
琉
球
船
が
輸
入
す
る
商
品
と
し
て
、
胡
椒

と
少
量
の
丁
子
を
挙
げ
て
い
る
。
琉
球
船
の
輸
入
品
の
な
か
で
も
、
胡
椒
の
比
率
が
と
く
に
高
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
ほ

か
に
ピ
レ
ス
は
、
琉
球
船
が
ベ
ン
ガ
ル
産
綿
布
や
マ
ラ
ッ
カ
産
の
蒸
留
酒
も
、
大
量
に
輸
入
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
〔
１
５

ｂ
〕。
中
国
や
朝
鮮
は
綿
布
の
輸
出
国
な
の
で
、
ベ
ン
ガ
ル
産
綿
布
は
お
も
に
琉
球
本
国
や
日
本
に
供
給
さ
れ
、
蒸
留
酒
は
お
も
に

本
国
で
消
費
さ
れ
て
、
泡
盛
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
３
）
琉
球
人
の
印
象
と
交
易
形
式

ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
人
の
容
貌
・
人
品
・
交
易
形
式
な
ど
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
記
し
て
い

る
。
彼
ら
の
外
見
に
つ
い
て
は
、「
彼
ら
は
色
が
白
い
」〔
６
ｂ
〕、「
色
の
白
い
人
々
で
、
華
人
よ
り
も
良
い
服
装
を
し
て
お
り
、
気

位
が
高
い
」〔
１
５
ａ
〕、「
色
が
白
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
同
じ
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
」〔
１
４
〕
な
ど
、、
ま
ず
色
白
で
あ
る
こ

と
が
目
を
引
い
た
よ
う
だ
。

ま
た
彼
ら
の
人
品
に
つ
い
て
は
、「
品
行
よ
く
物
慣
れ
た
人
々
」
で
あ
り
〔
６
ａ
〕、「
真
実
を
話
し
」〔
６
ｂ
〕、「
正
直
な
人
間

で
、
奴
隷
を
買
わ
な
い
し
…
…
同
胞
を
売
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
」〔
１
５
ａ
〕
な
ど
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
華
人
よ
り
も
正
直
な

人
々
で
、
ま
た
恐
れ
ら
れ
て
い
る
」〔
１
５
ｂ
〕、「
華
人
よ
り
も
誠
実
で
富
裕
で
あ
る
」〔
１
４
〕
な
ど
と
あ
り
、
華
人
よ
り
も
正

直
・
誠
実
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
華
人
は
、
す
べ
て
明
朝
の
海
禁
に
反
し
た
密
貿
易
者
だ
っ
た
の
に
対

し
、
琉
球
人
は
国
王
が
派
遣
し
た
使
節
と
そ
の
随
員
だ
っ
た
。
両
者
の
身
分
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
そ
の
こ
と
が
人
品
の
評
価
に
も

反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
琉
球
人
が
、「
短
い
期
間
に
仕
事
を
す
ま
せ
る
よ
う
に
努
力
し
、
誰
も
そ
の
土
地
に
留
ま
ろ
う
と
し

な
い
」
の
も
〔
６
ｂ
〕、
彼
ら
が
国
王
に
派
遣
さ
れ
、
国
家
貿
易
に
従
事
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

琉
球
人
の
交
易
方
法
に
つ
い
て
は
、「
商
品
を
全
部
一
度
に
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
運
び
出
す
」
と
あ
り
〔
６
ｂ
〕、
ま
た
「
商
品

を
自
由
に
掛
け
売
り
」
す
る
が
、
代
価
の
支
払
い
を
欺
こ
う
と
す
れ
ば
、「
剣
を
手
に
し
て
代
金
を
取
り
立
て
る
」
と
も
い
う
〔
１
５

ａ
〕。
琉
球
船
は
マ
ラ
ッ
カ
で
越
冬
し
な
い
の
で
、
限
ら
れ
た
停
泊
期
間
中
に
、
す
べ
て
の
積
荷
を
売
り
さ
ば
く
必
要
が
あ
っ
た
。

琉
球
船
は
一
月
ご
ろ
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
す
る
が
、
イ
ン
ド
洋
や
ジ
ャ
ワ
海
方
面
の
商
船
は
、
そ
の
こ
ろ
帰
航
の
途
に
つ
き
、
四
月
～

五
月
以
降
に
来
航
す
る
。
琉
球
船
は
九
月
ま
で
に
は
帰
航
の
途
に
つ
く
必
要
が
あ
り
、
イ
ン
ド
洋
や
ジ
ャ
ワ
海
方
面
の
商
船
と
は
、

三
か
月
前
後
の
間
に
手
際
よ
く
交
易
を
す
ま
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
琉
球
人
は
こ
れ
ら
の
商
船
の
来
航
に
あ
わ
せ
て
、
逐
次
商
品
を
運
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び
だ
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
マ
ラ
ッ
カ
停
泊
中
に
代
価
を
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
商
品
を
掛
け
売
り
し
、
次
回
の
来
航
時

に
そ
の
代
価
を
受
領
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
契
約
不
履
行
が
あ
れ
ば
、
実
力
行
使
に
訴
え
る
こ
と
に
な
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
が
伝
え
る
よ
う
に
、
マ
ラ
ッ
カ
に
お
け
る
琉
球
人
の
貿
易
活
動
は
、
組
織
的
・
規
律
的
性
格
が
強
か
っ
た
。
他

地
域
の
商
船
で
は
、
船
主
の
指
揮
下
に
、
多
く
の
客
商
が
各
自
の
商
品
と
と
も
に
乗
り
こ
み
、
船
主
や
船
員
も
各
自
の
商
品
を
積
ん

で
交
易
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
商
船
の
貿
易
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
交
易
の
集
合
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
琉
球
船
の
積
荷
は
基
本
的
に
国
王
の
商
品
で
あ
り
、
正
使
以
下
の
乗
員
は
国
王
が
派
遣
し
た
官
人
だ
っ
た
。
か
つ
琉
球
船

の
貿
易
活
動
は
、
十
二
組
の
「
ヒ
キ
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
輪
番
で
担
当
し
て
い
た
。「
ヒ
キ
」
は
貿
易
組
織
で
あ
る
と
と
も
に
、

王
府
の
行
政
組
織
・
軍
事
組
織
で
も
あ
り
、
琉
球
王
府
の
貿
易
・
行
政
・
軍
事
を
担
う
基
本
編
成
と
な
っ
て
い
た
＊
70
。
琉
球
船
の

「
ヒ
キ
」
制
度
に
も
と
づ
く
国
家
貿
易
は
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
海
域
ア
ジ
ア
各
地
の
商
船
の
な
か
で
も
、
か
な
り
特
徴
的
な
印

象
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。

小
結

以
上
本
章
で
は
、
各
種
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
記
さ
れ
た
、
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
に
関
す
る
記
事
を
網
羅
的
に
紹
介
し
、
彼
ら
の

貿
易
活
動
の
全
体
像
を
検
討
し
て
き
た
。
琉
球
船
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
占
領
直
後
の
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
琉
球
船

の
マ
ラ
ッ
カ
渡
航
は
途
絶
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
マ
ラ
ッ
カ
で
彼
ら
と
接
触
す
る
機
会
も
失
わ
れ
た
。
し
か
し
マ
ラ
ッ
カ
の
華
人
、

ジ
ャ
ワ
人
、
ク
リ
ン
人
な
ど
の
商
人
に
と
っ
て
、
琉
球
人
は
重
要
な
取
引
相
手
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
彼
ら
を
通
じ
て
、
マ

ラ
ッ
カ
王
国
末
期
の
十
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
、
琉
球
人
の
実
像
に
つ
い
て
豊
富
な
証
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
ト
メ
・
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ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
は
、
彼
ら
の
証
言
に
よ
り
、
古
琉
球
時
代
の
南
海
貿
易
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
詳
細
で
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
な

情
報
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

総
じ
て
十
四
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
中
期
ま
で
の
琉
球
王
国
の
海
外
貿
易
は
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
期
（
一
四
九
〇
年
代
～
一
五
三
〇
年
代
）
は
、
国
家
貿
易
の
全
盛
期
で
あ
り
、
明
朝
と
は
一
年
三
回
の
朝
貢
貿
易
を
お
こ

な
い
、
朝
鮮
王
朝
や
室
町
幕
府
に
も
、
し
ば
し
ば
使
節
船
を
派
遣
し
て
い
る
。
し
か
し
第
二
期
（
一
五
四
〇
年
代
～
一
五
七
〇
年

代
）
に
は
、
明
朝
と
の
朝
貢
貿
易
は
一
年
に
一
～
二
回
に
減
少
し
、
朝
鮮
王
朝
へ
の
派
船
は
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
第
三
期

（
一
五
八
〇
年
代
～
一
五
四
〇
年
代
）
に
は
、
明
朝
と
の
朝
貢
貿
易
は
二
年
一
回
と
な
り
、
室
町
幕
府
と
の
通
交
も
途
絶
し
、
博
多

や
堺
の
商
人
が
朝
鮮
や
日
本
と
の
貿
易
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
期
に
は
、
琉
球
は
明
朝
・
朝
鮮
・
日
本
に
輸
出
す
る
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
・
島
嶼
部
の
産
品
を
、
主
と
し
て
ア
ユ
タ
ヤ
朝
か

ら
輸
入
し
、
ジ
ャ
ワ
や
パ
レ
ン
バ
ン
で
も
胡
椒
な
ど
の
島
嶼
部
産
品
を
入
手
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
朝
貢

貿
易
や
鄭
和
の
遠
征
な
ど
を
通
じ
て
、
大
量
の
南
海
産
品
が
中
国
市
場
に
直
接
供
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
送

コ
ス
ト
の
高
い
琉
球
の
中
継
貿
易
も
活
況
を
呈
し
た
の
は
、
海
禁
政
策
が
厳
格
に
施
行
さ
れ
、
琉
球
を
含
む
国
家
貿
易
セ
ク
タ
ー

が
、
民
間
貿
易
セ
ク
タ
ー
を
ほ
と
ん
ど
吸
収
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
＊
71
。

こ
れ
に
対
し
、
琉
球
の
マ
ラ
ッ
カ
通
交
は
、
国
家
貿
易
が
全
体
と
し
て
長
期
低
落
傾
向
を
た
ど
っ
た
、
一
四
六
〇
年
代
か
ら

一
五
一
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
琉
球
は
胡
椒
な
ど
の
島
嶼
部
産
品
を
お
も
に
マ
ラ
ッ
カ
か

ら
、
蘇
木
な
ど
の
大
陸
部
産
品
を
お
も
に
ア
ユ
タ
ヤ
朝
か
ら
輸
入
し
、
明
朝
・
朝
鮮
・
日
本
に
供
給
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
明
朝
と
の
朝
貢
貿
易
も
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
＊
72
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
福
建
海
商
の
密
貿
易
や
、

東
南
ア
ジ
ア
商
船
の
広
州
近
海
で
の
交
易
（
互
市
）
な
ど
の
、
非
公
式
貿
易
が
急
拡
大
し
て
い
た
＊
73
。
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こ
の
よ
う
な
対
明
貿
易
の
縮
小
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
は
マ
ラ
ッ
カ
に
毎
年
の
よ
う
に
使
節
船
を
派
遣
し
、
多
く
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
活
発
な
貿
易
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
・
朝
鮮
貿
易
の
拡
大
が
、
対
明
貿
易
の
縮
小
を
あ
る

程
度
ま
で
補
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
琉
球
か
ら
朝
鮮
や
日
本
へ
の
使
節
船
派
遣
は
、
ほ
ぼ
途
絶
し

て
い
る
。
し
か
し
博
多
・
堺
商
人
に
よ
る
琉
球
貿
易
は
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
規
模
で
拡
大
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
マ
ラ
ッ
カ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
産
胡
椒
の
集
散
港
で
あ
っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
・
ジ
ャ
ワ
・
マ
レ
ー
半
島
な
ど
で
生
産
さ
れ
た

胡
椒
は
、
ま
ず
マ
ラ
ッ
カ
に
集
荷
さ
れ
、
琉
球
船
に
よ
っ
て
本
国
に
運
ば
れ
た
。
さ
ら
に
博
多
商
人
が
琉
球
に
渡
航
し
て
、
胡
椒
を

九
州
に
運
び
、
対
馬
経
由
で
朝
鮮
に
供
給
し
て
い
た
。
マ
ラ
ッ
カ
―
那
覇
―
博
多
―
対
馬
―
三
浦
を
結
ぶ
ペ
ッ
パ
ー
・
ロ
ー
ド
が
、

十
五
世
紀
中
期
以
降
の
琉
球
王
国
の
海
外
貿
易
を
さ
さ
え
る
屋
台
骨
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
五
一
二
年
以
降
、
琉
球
人
は
二
度
と
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
華
人
海
商
が
当
初
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
に
お
お
む
ね
協
力
的
で
、
マ
ラ
ッ
カ
占
領
後
も
来
航
を
つ
づ
け
、
一
五
一
三
年
か
ら
は
広
東
近
海
で
の
交
易
（
互
市
）
に
も
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
を
引
き
入
れ
た
の
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
琉
球
人
が
華
人
と
は
異
な
り
、
一
五
一
一
年
を
最
後
に
、
マ
ラ
ッ

カ
貿
易
か
ら
完
全
に
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
す
る
警
戒
が
あ
る
だ
ろ
う
。
華
人
海
商
は
国
禁
を
破
っ
た
密
貿
易
者
で
あ
り
、
た
と
え
リ
ス

ク
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
利
益
が
期
待
で
き
れ
ば
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
協
力
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
琉
球
人
は
国
王
の
命
に
よ
り
国
家

貿
易
に
従
事
し
て
お
り
、
交
易
方
法
も
規
律
的
で
慎
重
だ
っ
た
。
バ
ロ
ス
が
伝
え
る
よ
う
に
、
す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
ラ
ッ
カ

来
航
前
夜
か
ら
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
人
や
ベ
ン
ガ
ル
人
は
、
彼
ら
の
脅
威
を
琉
球
人
を
含
む
各
国
の
海
商
に
喧
伝
し
て
い
た
。
ま
た

一
五
一
二
年
に
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
た
最
後
の
琉
球
船
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
歓
迎
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
彼
ら
に
よ
る

破
壊
の
跡
も
実
見
し
た
は
ず
で
あ
る
。
琉
球
王
国
と
し
て
は
，
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
暴
力
的
な
海
洋
進
出
が
、
南
シ
ナ
海
域
か
ら
東
シ
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ナ
海
域
へ
波
及
し
、
琉
球
を
め
ぐ
る
交
易
秩
序
を
攪
乱
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

第
二
に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
易
ル
ー
ト
の
変
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
五
一
一
年
以
降
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
系
海
商
が
周
辺

の
イ
ス
ラ
ム
系
港
市
に
拠
点
を
移
し
た
。
と
く
に
胡
椒
貿
易
の
拠
点
と
し
て
台
頭
し
た
の
が
、
マ
レ
ー
半
島
東
岸
の
パ
タ
ニ
で
あ

る
。
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
・
ス
ン
ダ
地
域
（
ス
マ
ト
ラ
島
南
部
・
ジ
ャ
ワ
島
西
部
）・
マ
レ
ー
半
島
東
岸
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
胡
椒
は
、

も
と
も
と
マ
ラ
ッ
カ
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
華
人
や
琉
球
人
が
東
ア
ジ
ア
に
運
ん
で
い
た
。
し
か
し
一
五
一
一
年
以
降
、
マ
ラ
ッ
カ

を
避
け
て
、
胡
椒
生
産
地
域
か
ら
パ
タ
ニ
を
経
て
中
国
に
い
た
る
、
新
た
な
ペ
ッ
パ
ー
・
ロ
ー
ド
が
出
現
す
る
。
福
建
海
商
は
こ
の

航
路
に
よ
り
、
ス
ン
ダ
や
パ
タ
ニ
か
ら
胡
椒
を
中
国
市
場
に
供
給
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
私
貿
易
商
人
の
一
部
も
、
福
建
海
商
と
協
力
し

て
、
パ
タ
ニ
経
由
で
中
国
貿
易
に
参
入
し
て
い
く
。

一
五
一
二
年
以
降
、
琉
球
は
ア
ユ
タ
ヤ
と
定
期
的
に
通
交
を
つ
づ
け
る
一
方
、
一
五
一
三
・
一
八
年
に
は
ス
ン
ダ
に
、

一
五
一
五
・
一
六
年
に
は
パ
タ
ニ
に
使
節
船
を
派
遣
し
、
マ
ラ
ッ
カ
に
か
わ
る
新
た
な
胡
椒
の
供
給
拠
点
を
模
索
し
て
い
る
。
し
か

し
一
五
一
九
年
か
ら
は
、
琉
球
船
の
渡
航
地
は
ア
ユ
タ
ヤ
と
パ
タ
ニ
に
し
ぼ
ら
れ
、
前
者
か
ら
蘇
木
な
ど
の
大
陸
部
産
品
を
、
後
者

か
ら
胡
椒
な
ど
の
島
嶼
部
産
品
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
る
。
パ
タ
ニ
経
由
の
胡
椒
供
給
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
リ
ス

ク
を
お
か
し
て
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
福
建
海
商
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
私
貿
易
商
人
に
よ
る
、

マ
ラ
ッ
カ
や
パ
タ
ニ
か
ら
中
国
へ
の
直
接
的
な
胡
椒
輸
出
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
琉
球
船
に
よ
る
胡
椒
輸
出
の
中
国
市
場
に
お
け
る

シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
い
っ
た
＊
74
。

さ
ら
に
第
三
の
要
因
と
し
て
、
朝
鮮
貿
易
の
動
向
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
南
・
東
シ
ナ
海
を
結
ぶ
ペ
ッ
パ
ー
・
ル
ー
ト
は
、

那
覇
で
二
つ
に
分
岐
し
、
一
方
は
福
州
か
ら
中
国
市
場
へ
、
も
う
一
方
は
博
多
・
対
馬
を
経
て
、
三
浦
か
ら
朝
鮮
市
場
に
胡
椒
を
供

給
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
す
る
前
年
、
一
五
一
〇
（
中
宗
五
）
年
に
三
浦
の
乱
が
発
生
し
、
二
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年
後
の
壬
申
約
条
に
よ
っ
て
、
対
馬
か
ら
朝
鮮
に
渡
航
す
る
商
船
は
、
そ
れ
ま
で
の
年
間
百
隻
以
上
か
ら
、
四
分
の
一
に
激
減
し
て

し
ま
っ
た
＊
75
。
こ
れ
に
よ
っ
て
琉
球
か
ら
朝
鮮
へ
の
胡
椒
や
蘇
木
な
ど
の
輸
出
も
急
減
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
五
一
〇
年
代
に
は
、

琉
球
王
国
の
胡
椒
貿
易
は
、
マ
ラ
ッ
カ
王
国
の
滅
亡
に
よ
っ
て
供
給
面
が
不
安
定
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
華
人
密
貿
易
の
拡
大

や
三
浦
の
乱
の
影
響
に
よ
り
、
需
要
面
で
も
縮
小
局
面
に
あ
っ
た
。
縮
小
し
た
需
要
を
満
た
す
た
め
に
は
、
あ
え
て
マ
ラ
ッ
カ
に
渡

航
す
る
必
要
は
な
く
、
新
た
に
台
頭
し
た
パ
タ
ニ
の
胡
椒
貿
易
に
参
入
す
れ
ば
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
五
一
〇
年
代

末
以
降
、
琉
球
の
中
継
貿
易
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
と
パ
タ
ニ
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
・
島
嶼
部
産
品
を
、
東
ア
ジ
ア
に
供
給
す
る
形

に
再
編
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
バ
ル
ボ
ザ
が
伝
え
る
よ
う
に
ア
ユ
タ
ヤ
や
広
東
近
海
で
、
あ
る
い
は
パ
タ

ニ
に
お
い
て
、
琉
球
人
と
接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
琉
球
人
と
の
接
触
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
の
琉
球
認
識
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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十

歳
の
高
齢
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
を
知
っ
て
、
シ
ン
ガ
プ
ラ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
は
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
帰
順
し
て
マ
ラ
ッ
カ
に
移
り
た
い
と
申
し
出
た
が
、
す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
順
し
た
ム
ス
リ
ム
の
妨
害
に
よ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
い

う
。C

om
en

tá
rios d

o G
ra

n
d

e A
fon

so d
e A

lbu
qu

erqu
e, parte III, capitulo. X

V
III, p. 99.

＊
30	

『
梁
姓
家
譜
』
三
世
梁
傑
（『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
、
家
譜
資
料
二
、一
九
八
〇
年
）
七
六
頁
。

＊
31	

原
文
：C

om
en

tá
rios d

o G
ra

n
d

e A
fon

so d
e A

lbu
qu

erqu
e, parte III, capitulo. X

X
X

II, p. 161. 

英
訳
：T

h
e C

om
m

en
ta

ries of th
e 

G
rea

t A
fon

so D
a

lboqu
erqu

e, vol.III, ch. X
X

X
V

II, p.142.

＊
32 	

C
om

en
tá

rios d
o G

ra
n

d
e A

fon
so d

e A
lbu

qu
erqu

e, parte III, capitulo. X
X

X
I. 

バ
ロ
ス
前
掲
『
ア
ジ
ア
史
』
二
、七
四
～
七
五
頁
。

＊
33	

バ
ロ
ス
前
掲
『
ア
ジ
ア
史
』
二
、七
五
頁
。
こ
の
ほ
か
、Fernão Lopes de Castanheda, H

istória
 d

o D
escobrim

en
to e C

on
qu

ista
 d

a
 

Ín
d

ia
 p

elos P
ortu

gu
eses, Lisboa: Lello &

 Irm
ão, 1979, vol. I, livro III, capitulo LX

X
V

, p.679

に
も
、
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

＊
34 	

原
文
：C

om
en

tá
rios d

o G
ra

n
d

e A
fon

so d
e A

lbu
qu

erqu
e, parte III, capitulo. X

X
X

V
II, p. 184.

英
訳
：T

h
e C

om
m

en
ta

ries of th
e 

G
rea

t A
fon

so D
a

lboqu
erqu

e, vol.III, ch. X
X

X
V

II, p. 164.   

な
お
、Castanheda, H

istória
 d

o D
escobrim

en
to e C

on
qu

ista
 d

a
 

Ín
d

ia
 p

elos P
ortu

gu
eses, vol. I, livro III, capitulo LX

X
V

, p.679 

に
も
、
同
内
容
の
よ
り
簡
略
な
記
事
が
あ
る
。

＊
35	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
四
九
五
～
四
九
七
頁
、
バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
二
、七
〇
頁
。

＊
36	

原
文
：C

om
en

tá
rios d

o G
ra

n
d

e A
fon

so d
e A

lbu
qu

erqu
e, parte III, capitulo. X

X
X

V
II, p. 244.

英
訳
：T

h
e C

om
m

en
ta

ries of th
e 

G
rea

t A
fon

so D
a

lboqu
erqu

e, vol.III, ch. X
X

X
V

II, p. 206. 

＊
37	

バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
一
、
解
説
、
五
八
二
～
五
九
〇
頁
。
こ
の
和
訳
本
は
、『
ア
ジ
ア
史
』
第
二
編 D

éca
d

a
s d

a
 Á

sia
, S

egu
n

d
a

 D
éca

d
a

の

完
訳
で
あ
る
が
、
他
の
三
編
は
和
訳
さ
れ
て
い
な
い
。



三
八

＊
38	

「
文
物
」
の
原
語
はpolícias

。
一
般
に
は
「
治
安
・
警
察
」
の
意
味
だ
が
、
古
語
に
は
「
文
明
・
文
化
」
の
意
味
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
か
り
に
「
文

物
」
と
訳
し
た
。 

＊
39 	João de Barros, D

éca
d

a
s d

a
 Á

sia
, P

rim
eira

 D
éca

d
a, Lisboa: A

gência Geral das Colónias, 1944, livro V
III, capitulo I, p. 302.

＊
40	
十
六
世
紀
末
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
中
国
か
ら
イ
ン
ド
に
金
を
輸
出
し
た
場
合
、
利
益
率
は
八
〇
～
九
〇
％
だ
っ
た
が
、
生
糸
を
輸
出
す
れ
ば

一
五
〇
％
に
達
し
た
。
岡
美
穂
子
『
商
人
と
宣
教
師　

南
蛮
貿
易
の
世
界
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
五
頁
。

＊
41	

バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
一
、三
六
四
頁
。
原
文
：João de Barros, D

éca
d

a
s d

a
 Á

sia
, S

egu
n

d
a

 D
éca

d
a, Lisboa: A

gência Geral das 
Colónias, 1944, livro V

I, capitulo IV
, p. 174. 

＊
42	

生
田
滋
「
大
航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア
」（
榎
一
雄
編
『
西
欧
文
明
と
東
ア
ジ
ア
』
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
九
一
～
九
二
頁
。

＊
43	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
四
五
八
頁
、M

eilink-Roelofsz, A
sia

n
 Tra

d
e a

n
d

 E
u

rop
ea

n
 In

fl
u

en
ce, pp. 37-38.

＊
44	

バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
二
、二
二
頁
。
原
文
：Barros, D

éca
d

a
s d

a
 Á

sia
, S

egu
n

d
a

 D
éca

d
a, livro V

I, capitulo IV
. 

な
お
ダ
ミ
ア
ン
・
デ
・

ゴ
イ
スD

am
ião de Góis, C

rón
ica

 d
o F

elicíssim
o R

ei D
. M

a
n

u
el, Coim

bra: U
niversidade de Coim

bra, 1949, parte 3, capitulo 1, 
pp.3-4

に
も
、
同
様
の
記
事
が
あ
り
、
や
は
り
東
方
の
海
商
の
代
表
と
し
て
、
華
人
・
ル
ソ
ン
人
・
琉レ

キ
オ
ス

球
人
に
言
及
す
る

＊
45 	João de Barros, D

éca
d

a
s d

a
 Á

sia
, Terceira

 D
éca

d
a, Lisboa: A

gência Geral das Colónias, 1944, livro V
, capitulo IV

, p. 252.

＊
46	

バ
ロ
ス
『
ア
ジ
ア
史
』
二
、一
一
～
一
三
頁
。

＊
47 	M

aria A
ugusta da V

eiga e Sousa ed., O
 L

ivro d
e D

u
a

rte B
a

rbosa, vol. 1, Lisboa: Instituto de Investigação Científica T
ropical, 

1996, Introdação, pp. 11-18. 

な
お
か
つ
て
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
マ
ゼ
ラ
ン
の
義
兄
で
、
一
五
〇
〇
年
よ
り
イ
ン
ド
に
滞
在
し
、
マ
ゼ
ラ
ン
の

世
界
周
航
艦
隊
に
参
加
し
、
一
五
二
一
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ク
タ
ン
島
で
没
し
た
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
が
、
同
書
の
著
者
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
同
書
の
著
者
と
マ
ゼ
ラ
ン
の
義
兄
は
同
姓
名
の
別
人
で
あ
る
。V

eiga e Sousa ed., O
 L

ivro d
e D

u
a

rte B
a

rbosa, 
vol. 1, pp. 17-18,  

合
田
昌
史
『
マ
ゼ
ラ
ン
―
―
世
界
分
割
を
体
現
し
た
航
海
者
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
七
～
一
七
二

頁
。 

＊
48 	V
eiga e Sousa ed., O

 L
ivro d

e D
u

a
rte B

a
rbosa, vol. 1, pp. 20-35.  

＊
49	

『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の
書
』
の
琉
球
記
事
に
つ
い
て
は
、
岡
本
前
掲
『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』
八
四
頁
、
合
田
前
掲
『
マ
ゼ
ラ
ン
』



三
九

マラッカの琉球人　―― ポルトガル史料にみる ――

一
六
八
～
一
六
九
頁
に
、
一
八
一
二
年
の
王
立
科
学
院
刊
本
に
よ
る
部
分
訳
が
あ
る
。
ま
た
的
場
前
掲
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本　

日
欧
の
遭
遇
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
九
一
頁
に
、「
一
五
一
八
年
マ
ゼ
ラ
ン
報
告
書
」
と
し
て
引
用
す
る
琉
球
記
事
は
、
実
際
に
は
同
書
の
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ャ
語
写
本
の
写
し
で
あ
る
（
合
田
前
掲
『
マ
ゼ
ラ
ン
』
三
四
〇
頁
、
註
70
）。

＊
50	

「
彼
ら
を
見
る
と
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
）
誰
か
の
よ
う
で
」
の
原
文
は
、"porque quem

 os vê aquele se parace com
 foão"

。
意
味
が
解
し
に

く
い
が
、
こ
こ
で
はfoão

をfulano

（
何
某
・
だ
れ
そ
れ
）
と
解
し
て
訳
出
し
た
。
な
お
「
彼
ら
は
異
教
徒
で
…
…
」
か
ら
末
尾
ま
で
の
部
分
は
、

ビ
エ
ガ
・
エ
・
ソ
ウ
ザ
校
訂
本
が
底
本
と
し
た
、
リ
ス
ボ
ン
国
立
図
書
館
写
本
だ
け
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

＊
51 	V

eiga e Sousa ed., O
 L

ivro d
e D

u
a

rte B
a

rbosa, vol. 2, pp.419-412.

＊
52	

ま
た
バ
ル
ボ
ザ
は
、
琉
球
人
は
バ
ラ
ン
ド
ラ
ウ
や
カ
ペ
リ
ャ
ー
ル capelhar 

の
よ
う
な
衣
服
を
着
用
し
て
い
た
と
記
す
が
、
カ
ペ
リ
ャ
ー
ル
も
『
ア

ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
に
見
え
る
バ
ラ
ン
ド
ラ
ウ
（
史
料
６
ｂ
）
と
同
じ
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
が
着
用
す
る
、
頭
巾
の
あ
る
外
衣
で
あ
る
（G

ra
n

d
e 

D
icion

á
rio d

a
 L

ín
gu

a
 P

ortu
gu

esa, vol. II, p. 869

）。

＊
53	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』、「
解
説
」
一
七
～
二
五
頁
。
現
存
す
る
同
書
の
テ
キ
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス Francisco Rodrigues 

が
、
お
そ
ら
く
ピ
レ
ス
の
自
筆
原
稿
に
よ
り
作
成
し
た
写
本
で
あ
る
。
中
島
楽
章
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
地
図
―
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海

域
ア
ジ
ア
進
出
と
世
界
図
―
―
」（『
史
観
』
一
四
〇
冊
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

＊
54	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』、「
解
説
」
一
八
頁
。

＊
55	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
二
四
八
～
二
四
九
頁
。
原
文
：A

rm
ando Cortesão, A

 S
u

m
a

 O
rien

ta
l d

e Tom
é P

ires e o L
ivro d

e F
ra

n
cisco 

R
od

rigu
es, Coim

bra: O
rdem

 da U
niversidade, 1978, pp. 370-372. 

英
訳
：A

rm
ando Cortesão (trans.), T

h
e S

u
m

a
 O

rien
ta

l of 

Tom
é P

ires a
n

d
 th

e B
ook of F

ra
n

cisco R
od

rigu
es, vol. I, London: T

he H
akluyt Society, 1944, pp.128-130. 

＊
56	

ア
モ
クam

oquo

（
マ
レ
ー
語am

ok

）
と
は
、
ジ
ャ
ワ
人
や
マ
レ
ー
人
が
、
酒
に
酔
う
な
ど
し
て
決
死
の
覚
悟
を
も
つ
こ
と
を
い
う
。
ピ
レ
ス
『
東

方
諸
国
記
』
三
〇
七
～
三
〇
八
頁
、
四
五
一
頁
参
照
。

＊
57	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
二
五
〇
頁
。
原
文
：Cortesão, A

 S
u

m
a

 O
rien

ta
l d

e Tom
é P

ires e o L
ivro d

e F
ra

n
cisco R

od
rigu

es, p. 373. 

英
訳
：Cortesão, T

h
e B

ook of F
ra

n
cisco R

od
rigu

es, vol. I, pp.130-131.

＊
58	

陳
侃
『
使
琉
球
録
』
群
書
質
異
、
大
明
一
統
志
。



四
〇

＊
59	

東
恩
納
寛
惇
「
泡
盛
雑
考
」（『
黎
明
期
の
海
外
交
通
史
』
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
一
九
四
一
年
所
収
）、
四
一
六
～
四
二
四
頁
。

＊
60	

『
東
方
諸
国
記
』
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。
原
文
：Cortesão, A

 S
u

m
a

 O
rien

ta
l d

e Tom
é P

ires e o L
ivro d

e F
ra

n
cisco R

od
rigu

es, pp. 
373-374. 

英
訳
：Cortesão, T

h
e B

ook of F
ra

n
cisco R

od
rigu

es, vol. I, p. 131.
＊
61	
ジ
ャ
ン
ポ
ン Jam

pom

　

と
い
う
名
称
は
、
閩
南
語
のlit-pŋ

よ
り
も
、
広
東
語
の jɒt-pun　

に
近
い
。
岡
本
良
知
は
、
ピ
レ
ス
は
こ
の
日
本
情

報
を
、
広
州
近
海
に
渡
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
広
東
人
か
ら
得
た
と
推
定
し
て
い
る
。
岡
本
良
知
「Japan

と
い
ふ
語

の
由
来
」（
初
出
一
九
五
六
年
、『
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
―
―
そ
の
文
化
と
貿
易
』
八
木
書
店
、
一
九
八
七
年
所
収
）。

＊
62	

ア
ル
マ
ン
ド
・
コ
ル
テ
ザ
ン
は
、『
東
方
諸
国
記
』
で
は
ル
ソ
ン
の
産
品
と
し
て
布
類
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
琉
球
船
が
ル
ソ
ン
の
綿
布
を
日
本
に
輸

出
し
た
と
は
考
え
が
た
い
と
し
て
、p

a
n

os lu
coees

と
は
、p

a
n

os lu
cões

（
漁
網
）
の
誤
り
だ
と
す
る
。Cortesão, A

 S
u

m
a

 O
rien

ta
l d

e 

Tom
é P

ires e o L
ivro d

e F
ra

n
cisco R

od
rigu

es, pp. 374, note 390. 

英
訳
：Cortesão, T

h
e B

ook of F
ra

n
cisco R

od
rigu

es, vol. I, p. 
131, note 2.　

『
東
方
諸
国
記
』
和
訳
本
も
こ
れ
に
従
っ
て
、p

a
n

os lu
coees

を
漁
網
と
訳
し
て
い
る
（
二
五
一
頁
）。
た
だ
し
実
際
に
は
、
綿
布

は
ル
ソ
ン
の
主
要
産
品
の
一
つ
で
あ
り
（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
リ
ー
ド
〔
平
野
秀
秋
・
田
中
優
子
訳
〕『
大
航
海
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ　

貿
易
風
の
下

で
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
、
一
二
三
頁
）、
原
文
ど
お
り
「
ル
ソ
ン
の
布
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

＊
63 	Georg Schurham

m
er S. I., "O

 descobrim
ento do Japão pelos Portugueses no ano de 1543," pp. 547-548.

＊
64	

『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
第
一
集
、
五
八
三
頁
、
訳
注
本
第
一
集
、
四
一
二
頁
（
四
一
―
一
九
）。

＊
65	

小
葉
田
淳
『
金
銀
貿
易
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
）、
八
〇
～
一
〇
九
頁
。

＊
66	

小
葉
田
前
掲
『
金
銀
貿
易
史
の
研
究
』
一
六
三
～
一
七
五
頁
、
橋
本
雄
「
中
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
金
銀
銅
―
―
十
五
・
十
六
世
紀
を
中
心
に
―
―
」

（
小
野
正
敏
他
編
『
金
属
の
中
世
―
―
資
源
と
流
通
―
―
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
一
四
五
～
一
四
七
頁
。

＊
67 	M

eilink-Roelofsz, A
sia

n
 Tra

d
e a

n
d

 E
u

rop
ea

n
 In

fl
u

en
ce, pp. 68-73; 82-84.　

＊
68	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
二
一
七
頁
。

＊
69	

ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
二
四
一
頁
。

＊
70	

高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
の
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
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か
。
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。
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二

【附表】琉球船の輸出品
産　地 中　国　産　品 日　本　産　品
品　目 絹織物 生糸 磁器 麝香 明礬 黄金 銅 刀剣

アラウジョ ○ ○ ○ ○ ○
アルブケルケ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ピレス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バルボザ ○ ○ ○ ○

産　地 中国・日本産品 琉球産品
品　目 筥類 扇子 紙類 小麦 野菜

アラウジョ ○ ○
アルブケルケ ○
ピレス ○ ○ ○ ○ ○
バルボザ ○


